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本書について 


本書は、 ThinkVantage ® System Migration Assistant ( SMA ) 5.1 のインスト'ールと使 
用について説明しています。 


本書の構成 

1ページの『第1章 System Migration Assistant の紹介』では、 SMA の概要と機 
能を紹介します。 


9ページの『第2章 SMA のインストールとアンインストール』では、 SMA の 
インストールとアンインストールの手順ををしています。 


15ページの IT 弟 3章 GUI を使用した 移を の実行』 では、 SMA グラフィカル•ユ 
ー ザ ー. インターフェース （ GUI ) を使用して標準移行を実行する方法を説明してい 
ます。 


67ページの『第4章拡張管理トピック- GUI のカスタマイズ』‘ま、 GUI のカス 
タマイズの方法について説明します。 

75ページの『付録 A . 移行可能なアプリケーション設定』 には、 サポートされるア 
プリケーションと移行が可能な設定の詳細リストを記載します。 

85ページの『付録 B . トラブルシューティング』 防、 移行するときに起こりうる問 
題に対する解決策を説明します。 


89ページの『付録 C . ヘルプおよび技術援助の 入手』] こは、ヘルプおよび技術支援 
を受けるための Think Vantage Support Web サイトへのアクセスについての情報が含 
まれています。 


91ページの『付録 D . 特記事項』こは、製品の特記事項を記載しています。 


93ページの『付録 E . 商標およびライセンス』 【こは、 本書で使用される商標がリス 
卜されています。 


本書で使用しているを記 

本書では、重要情報を強調して示すためにな下のような注記を使用しています。 

• ミ主： この注記は、重要なヒント、ガイダンス、またはアドバイスを提供します。 

- 重要： この注記は、不便な状態または困難な状態を回避するのに役立つと思われ 
る情報またはアドバイスを提供します。 

- アテンション： この注記は、プログラム、装置、またはデータに損傷が生じる可 
能性があることを示します。損傷の発生につながる可能性のある手順または状態 
の直前に、この「アテンション」の注記が挿入されます。 
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本書で使用している構文規則 

本書での構文は、な下の規則に準拠しています。 

• コマンドは小文字で示される。 

-変数はイタリックで示され、そのすぐ後に説明が続く。 

-オプションのコマンドまたは変数は、大括驰で囲まれる。 

-複数のパラメーターのうちの1つを入力する必要がある場合、それらのパラメー 
ターは垂直 バーで 分離される。 

-デフォルト値には下線が引かれる。 

-反復可能パラメーターは、中括弧で囲まれる。 


ワールド • ワイド .ウェブの ThinkVantaae System Migration Assistant 
リソース 

な下の Web ページは、 SMA とシステム管埋ツールを埋解、使用、およびトラブル 
シューティングするためのリソースを示しています。 

ThinkVantage System Miaration Assistant 5.1 ホーム • ぺージ 

http :// www . lenovo . com / think / support / site . wss / document.do .'sitestv に= 
lenovo & lndocid = MIGR - 508891 

最新の SMA ソフトウェアおよび資料をダウンロードする場合に、この 
Web ページにアクセスします。 

ThinkVantaae Personal Computing Support - ThinkVantage Technoloaies ぺ 

—ン 

http :// www . lenovo . com / think / support / site . wss / document . do ? sitestyle = 
lenovo & lndocid = TVAN-STA 民 t 1 

ThinkVantage Technologies の情報を検索する場合に、この Web ページを参 
照します。 

ThinkVantaae Personal Computing Support ぺーン 

http :// www . lenovo . com / think/support 

ThinkVantage Personal Computing Support の Web サイトにアクセスする場 
合に、この Web ページに進みます。 
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第 1 章 System Migration Assistant の紹介 


System Migration Assistant 口 MA ) は、な下のような「が業環境」を移わする場合に 
使用できるソフトウエア-ツールです。 

• オペレーティング•システム設定（たとえば、デスクトップおよびネットワーク 
接続設定） 

• ファイルとフォルダー 

-カスタマイズされたアプリケーション設定（たとえば、 Web ブラウザーのブック 
マーク、 Microsoft ® ワードの編集設定） 

. ユーザー. アカウント 

ユーザーは SMA を使用して、コンピューターをバックアップしたり、設定とファ 
イルを！つのコンピューター•システムから別のコンピューター•システム（たと 
えば、デスクトップ•コンピューターからモバイル•コンピューター（ノートブッ 
ク )） に移行したりできます。 


SMA の機能 


SMA は、コンピューターの作業環境のスナップショットを取ることから開始しま 
す。次に、このスナップショットを原画として使用して、作業環境を別のコンピュ 
一夕一に複写します。 SMA がスナップショットを取るコンピューターはソース* 
コンピューターです。スナップショットが複写されるコンピューターはターゲッ 
卜*コンピューターです。ソース.コンピューターとターゲット.コンピューター 
は、物埋的に別々の場所に設置することもでき、さらにそれぞれ異なる時間帯にあ 
ってもかまいません。 SMA を使用して設定とファイルをバックアップまたは復元 
すると、ソース*コンピュ'—ターと夕'—ゲット.コンピュ'一夕一は、同ーコンピュ 
一夕一にすることができます。 

SMA は、义の3つのフェーズに分けてコンピューターの作業環境を別のコンピュ 
一夕一に移行します。 [取りをみ J フェーズ（すべてのユーザーが行う)、「適巧」 
フェーズ（ローカル管理者としてログオンしているユーザーが斤う)、および「遅延 
適用] (管理者特権を持たなレ 3 ユーザーが行う)。 

移行には、「簡易移巧」および「カスタ厶移巧」の2つの方法があります。どちら 

の方法もグラフィカル•ユーザ- r ンターフェース （ GUI ) を使用して実行するこ 

とができますが、簡易移行はすべてのユーザーにお勧めする移行タイプです。カス 
タム移行は移行する設定を選択することが可能で、 IT 管埋者向けです。カスタム移 
むの詳細については、 け hinkVantage System Migration Assistant Deployment 
Guidd を参照してください。 

ユーザーが 1 人の場合に行う簡易移行の取りをみフェーズでは、な下の項目がソ 
ース-コンピューターからコピーされます。これらの項目は事前に選択されてお 
り、その選択を解除することはできません。 

• デスクトップ設定 
. プリンター設定 
• ネットワーク設定 
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-アプリケーション設定 

「ファイルとフォルダー」もコピー可能です。これらの設定とファイルは、 PC から 
PC への接続を介してターゲット.コンピューターに直接移行されます。 

「適田フェーズ」では、取り达み済みの設定とファイルが SMA じよりターゲッ 
卜-コンピューターに適用されます。取り达み済みの設定のすべてを適用すること 
も、適用する設定を指定することもできます。 

管理者としてログオンしているユーザー、および移行時にログオンしていないその 
他のバックグラウンド•ユーザーが行う「カスタム移行 」の取り达みフェーズで 
は、ソース-コンピューターからな下の項目を選択およびコピーすることができま 
す。 

• デスクトップ設定 
. プリンター設定 
• ネットワーク設定 
-アプリケーション設定 
• ファイルとフォルダー 

• バックグラウンド. ユーザーのユーザー. プロファイル 
これらの設定およびファイルは、 SMA 移行ファイルに保存されます。 

管理者としてログオンしている ユーザー、 および移行時にログオンしていないその 
他のバックグラウンド. ユーザーが 行う「カスタム移行」 の 適用 フェ ーズ では、 
SMA でな下の2つのタスクが行われます。 

-移行ファイルをターゲット•コンピューターの管埋者ユーザーに適用する。この 
場合、移斤ファイル全体を適用するか、移行ファイルの中から適用するコンポー 
ネントを指定するかを、ユーザーが選択できます。 

• 他のユーザーのために遅延適用タスクの準備をする。 

管理特権を持たないユーザーが初めてコンピューターにログオンすると、そのユー 
ザーのプロファイルの設定は自動的に適用されます。 


システム要件 


このセクションでは、ハードウェアおよびユーザー•アカウントの要件と、サポー 
卜されるオペレーティング•システムについて記載します。さらに、移斤シナリオ 
についても説明します。 

八ードウェア要件 

ソース-コンピューターとターゲット-コンピューターは、な下の条件を満たして 
いなければなりません。 

• SMA がサポートする Microsoft Windows ® オペレーティング*システムがインス 
トール済みである。 

• ハード.ディスクに、 SMA インストール-ファイル用に40 MB の空きスペー 
スがある。 
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• ソース•コンピューターのハード.ディスクに、取り込みフェーズで作成される 
一時ファイルを入れるための十分なフリー•スペースがある。必要なディスク- 
スペースは、 作成される SMA 移行ファイルのサイズによって異なります。 

• ターゲット-コンピューターが SMA 移行ファイルにアクセスできる。この場 
合、ローカル•エリア•ネットワーク （ LAN )、 リ ムー バブル•ディスクロ IP デ 
ィスクなど)、またはイーサネット-クロスケーブルを使用することができます。 

• PC から PC への移行の場合、ターゲット.コンピューターのディスク上には、 
移行ファイルの合計サイズと同等のフリー-スペースが必要です。 

• ファイル転送による移行の場合、ソース•コンピューターのディスクには、移行 
ファイルの合計サイズの2倍のフリー.スペースが必要です。 

サポートされるオペレーティング-システム 

SMA 5.1 は、な下のオペレーティング•システムにインストールできます。 

• Windows 98 (取り达み操作のみ。適用操作には使用できません） 

• Windows 98 Second Edition ( SE ) (取り达み操作のみ。適用操作には使用できませ 
ん） 

• Windows NT ® Workstation 4.0 SP 6 a (取り达み操作のみ。適用操作には使用でき 
ません） 

• Windows 2000 Professional 

• Windows XP Home 

• Windows XP Professional 

• Windows XP Tablet PC Edition 2005 

これな降の説明では 、 Windows 98 と 98 SE を Windows 98 と呼びます 。 Windows 

XP Home . Windows XP Tablet PC Edition 2005,および Windows XP Professional 

を Windows XP と呼びます（ただし、各ペアの 2 つのオペレーティング.システ 

ム-バージョンを区別しなければならない場合を除く）。 

ま： 

1. ユーザー-プロファイルの移行は 、 Windows NT Workstation 4.0 、 Windows 2000 
Professional、Windows XP でサポートされます。 

2. Windows 98 では、 SMA は現在ログオンされているユーザーの作業環境のみを 
移行できます。 

3. Windows 98では、マルチユーザー-プロファイルの移行はサポートされていま 
せん。 

4. SMA 5.1 は Microsoft Internet Explorer 5.0 な降をサポートします。 
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サポートされる移行シナリオ 

Wl \ に、各オペレーテイング-システムに対する有効な移行シナリオを示します。 


ま人 SMA の紹介：サポートされる移巧シナリオ 


ソース • コンピユーターで稼働する 
オペレーテイング-システム 

夕 - ゲット . コンピューターで稼働するオペレーティング-システム 

Windows 2000 

Professional 

Windows XP 

Horn 色 

Windows XP 

Professional 

Windows XP 

Tablet PC 

Edition 2005 

Windows 98 

はい 

はい 

はい 

いい又 

Windows 98 SE 

はい 

はい 

はい 

いい又 

Windows NT 4.0 

はい 

いいえ 

はい 

いいえ 

Windows 2000 Professional 

はい 

いいえ 

はい 

はい 

Windows XP Home 

いいえ 

はい 

はい 

はい 

Windows XP Professional 

いいえ 

いい又 

はい 

はい 

Windows XP Tablet PC Edition 2005 

いいえ 

いいえ 

はい 

はい 


ソース-コンピューターとターゲット.コンピューターでは、同じ言語で Windows 
を実 f 了している必要があります。 SMA は、 Microsoft Windows の 64 ビット•バ 
ージョンとの互換性はありません。 


SMA 5.1 の新機能 

SMA 5.1 には、な下の新機能と改善機能が含まれます。 

• 新しく使いやすいグラフィカル. ユーザー •イン ターフェース 
- PC から PC への移行に対しての フ ァイヤーウォール 警告 
- SMA GUI ウィンドウのサイズ変更機能 

-イーサネット接続を介して、ターゲット•コンピューターからソース•コンピ 
ュー ターへ SMA をインストールする機能 

• Windows XP Tablet PC Edition 2005 の固有の設定を移行する機能 
-な下のアプリケーションのサポート： 

- Lotus Notes バージョン 7.0 

- ThinkVantage Client Security So 山 tion /、ージョン 7.0 
- ThinkVantage System Update 

- ThinkVantage Rescue and Recovery ノ、 ーンヨン 3.1 


前のリリースからのアップグレード 

SMA 5.1 には SMA 4.2 または SMA 5.0 からのアップグレードが可能です。 

SMA 5.1 をインストールする前に、古いバージョンの SMA をアンインストールす 
る必要はありません。 

SMA 5.1 移行ファイルのデータ- フォー マットは SMA 4.X な前のバージョンと互 
換性がありません。 SMA 4.X じよって取り这まれた SMA プロファイルは、 SMA 
5.1 では適用できず、その逆もまた同様です。 
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SMA 5.0 移行ファイルは SMA 5.1 で適用可能ですが 、 SMA 5.1 移行ファイルは 
SMA 5.0 では適用できません。 


ューザー • アカウントの要件 

SMA がサポートするすべての設定を移行するには、ソースおよびターゲットの両コ 
ンピューターに管理特権を持つアカウントでログオンする必要があります。 


表 21 は、それぞれのユーザー-アカウントごとに移行可能なタイプと移行可能な設 
定を示します。 

ま 2. それぞれのユーザー■アカウントごとに移行される、有効な移行タイプと設定 


ソース および 夕ーゲッ ト両コン 
ピューター上のユーザー - 
アカウントのタイプ 

移行のタイプ 

設定 

マルチユーザーの 
移行 

PC から PC への 

移行 

システ厶設定 

個人用設定 

管理者 

はい 

はい 

はい 

はい 

パワー.ユーザー 

いい又 

はい 

はい1 

はい 

制限 ユーザー 

いいえ 

いい又 

いいえ 

はい 


1パワー. ユーザー.アカウントとしてログオンしたユーザーには、かのネットワ ー 
ク設定は移行できません。 


• TCP/IP 構成 
• ネットワーク識別 
-共用フォルダー/ドライブ 

マルチ ユーザー- プロファイルを同時に移行する、またはシステム設定を移行する 
ためには、 ソース およびターゲットの両コンピューターに管埋特権を持つアカウン 
卜でログオンする必要があります。マルチ ユーザー 移行の詳細については、 「『マル 
チ ユーザー. プロファイルの移行』 > 参照してください。 


PC から PC への移行を実行するためには、管理特権またはパワー•ユーザー特権 
を持つアカウントとしてログオンします。 

デスクトップ設定のような個人用設定を移行するためには、あるいは、たとえば 
C;¥Documents and SettingsYusername のようなユーザー*プロファイルのパスのファ 
イルを移行するためには、制限ユーザー特権を持つアカウントとしてログオンでき 
ます。 


遅延適用フェーズでは、プロファイルが移行されているユーザーは、ローカル管理 
者アカウント、ローカル制限ユーザー•アカウント、またはドメイン•クライアン 
卜.ユーザー.アカウントを使用してターゲット.コンピューターにログオンでき 
ます。 


マルチユーザー-プロファイルの移行 

マルチユーザー移行には、3種類のユーザー.アカウントが関係しています。 
1. フォアグラウンド•ログオン•ユーザー 
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移巧時にコンピューターにログオンしているユーザー。このユーザーは管埋特権 
を持つ必要があります。 SMA はこのユーザー•アカウントから起動する必要が 
あります。 


この ユーザー 名は 、 「GUI ユーザー. プロファイル」パネルで「ローカル. ユー 
ザ ー」 の1つとして表示されます。このチェック•ボックスは常時選択されて 
おり、クリアすることはできません。 

2. バックグラウンド•ローカル•ユーザー 

現在ローカル.コンピューターにログオンしていない、ローカル.コンピュータ 
一のユーザー•アカウント。それらは、管埋特権を持たない一般ユーザー•アカ 
ウントの場合があります。 

これらのユーザーは、 「 GUI ユーザー.プロファイル」パネルで「ローカル.ユ 
ーザー」として表示されます。 

3. バックグラウンド-ドメイン•ユーザー 

現在ローカル•システムにログオンしていない、ネットワーク‘ドメインでのユ 
ーザー-アカウント。ドメイン-コントローラーはそれらのアカウント情報を制 
御し、ローカル•クライアント PC はそれらのプロファイル情報を所有していま 
す。 


これらのユーザーは、ローカル•コンピューターの 「 GUI ユーザー.プロファイ 
ル」パネルに「ネットワーク•ユーザー」としてリストされます。また、コント 
ローラー PC のローカル.ポリシーでユーザーがローカルでコントローラー PC 
にログオンできるように指定されている場合は、ドメイン-コントローラーの 
「 GUI ユーザー•プロファイル」パネルに「ローカル•ユーザー」としてリスト 
されます。 



図 1 .System Migration Assistant の紹介：マルチユ’ — ザ'—の移わ 

ソースおよびターゲットの両コンピューターにログオンしているフォアグラウン 
ド.ログオン.ユーザーの移行方法については、 [て5 ページの『第3章 GUI を使用 
した移行の実行』 を 参照してください。 
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バックグラウンドのローカルまたはドメイン.ユーザーをバッチ.モードで移行す 

る方法については、 け hinkVcmtage System Migration Assistant 5.1 Deployment 

Guidd を参照してください。 

マルチユーザー-プロファイルの移行にはな下の制約事項が適用されます。 

• ソース.コンピューターとターゲット.コンピューターのログオン.ユーザー名 
が一致していないと、バックグラウンド-ユーザー用の設定は移行されません。 
ログオン.ユーザー用の設定のみが移行されます。 

-実行しているアカウントは、ローカル•コンピューター上の管埋者アカウントで 
ある必要があります。 SMA はドメイン•ユーザー•アカウントでは使用できま 
せん。 

-設定を適用するには、ドメイン•コントローラーがネットワーク上で認識される 
ことが必要です。検索のためには、ドメイン•ユーザーが PDC になければなり 
ません。 

• ローカル.ユーザーの PC から PC への移行の場合はクロスケーブルを使用でき 
ますが、ドメイン-ユーザーの移行には使用できません。 

• ドメイン•ユーザー•プロファイルを適用するには、まずネットワーク•ドメイ 
ン設定を移行する必要があります。詳しくは、ステップ 1341 (1301 ページ）を参照し 
てください。 

• ドメイン•ユーザー•プロファイルの一部の設定のみを移行し、設定のすべてを 
移行しない場合は、ローミング-ユーザー-プロファイルを選択しないでくださ 
い。これを選択すると、デフォルトですべての設定が移行され、選択内容が指定 
変更されてしまいます。 

• バックグラウンド.ローカル.ユーザーまたはドメイン.ユーザーのユーザー. 
プロファイルを移行する前に、ターゲット•コンピューターに、移斤対象のもの 
と同じ名前のユーザー-アカウントとフォルダーが存在していないか確認してく 
ださい。特に、 「 C:¥Documents and Settings J フォルダーを確認してください。 

- DBCS 文字を使用するアカウント名のバックグラウンド•ユーザーを移行する場 
合、ターゲット•コンピューターに新たに作成したユーザー•アカウントのログ 
オン•パスワードは、 「 Password 」 で大/小文字の区別をします。 

ミ主：移行ファイルはターゲット•コンピューターのローカル • ハード.ディスク上 
に置く必要があります。別の場所に保存すると、バックグラウンド•ローカ 
ル.ユーザーまたはバックグラウンド-ドメイン-ユーザーの設定が、遅延適 
用フェーズで正しく適用できません。 SMA では、ネットワーク-ドライブや 
取り外し可能メディア-ドライブにある移斤ファイルは見つけられません。こ 
れらのドライブは、ユーザーがコンピューターにログオンした直後は使用準備 
ができていない可能性があるためです。 
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移行の方法 


ソースおよび夕'ーゲット*コンピュ'—夕一を LAN 経由で、あるいはイ'—サネッ 
卜.ケーブルで直接接続することにより、または取り外し可能ストレージ-デバイ 
スを使用することにより移行を斤うことができます。 


PC から PC への移行 

PC から PC への接続を使用して、移行ファイルをソース-コンピューターから直 
接ターゲット-コンピューターに転送できます。 PC から PC への移行は、ソー 
ス.コンピューターに移行ファイルを保をする空きディスク領域が十分に確保でき 
ない場合に有効です。また、この移行では、実行するステップがファイル転送によ 
る移行の場合よりも少なくて済むため、時間も節約できます。 

PC から PC への接続の七ットアップ 

PC から PC への移行を行うには、ソース.コンピューターとターゲット.コンピ 
ューターの両方にネットワーク.インターフェース . カード （ NIC ) が装備されてい 
る必要があります。 TCP / IP プロトコルが使用可能に設定され、両方のコンピュータ 
一が同じローカル•エリア•ネットワーク （ LAN ) 内のノードであることも必要で 
す。 


まず、ソース•コンピューターとターゲット•コンピューターを接続します。な下 
のいずれかの接続オプションを使用することができます。 

LAN を介して 

イーサネットまたはトークンリングのいずれかを使用できます。トークンリ 
ングを使用する場合は 、 Windows 2000と Windows XP がサポートされま 
す。 


イーサネット"ケーフル 

イーサネット.クロスケーブルを使用して、ソース.コンピューターとター 
ゲット-コンピューター間の直接接続を作成することができます。いずれか 
のコンピューター（ターゲットまたはソース、あるいは両方でも可）にギガ 
ビット . イーサネット . カードが装備されている場合は、 PC から PC への 
接続に、通常のイーサネットのストレート-ケーブルを使用することもでき 
ます。この場合、必ず両方のコンピューターの IP アドレスが同じネットワ 
ークを指定していることを確認してください 。 Windows 2000と Windows 
XP では、 IP アドレスは自動的に発斤されます 。 Windows 98と Windows 
NT 4.0 では、 IP アドレスを手動で入力しなければなりません。 

ファイル転送による移行 

ファイル転送による移斤では、ネットワーク接続を確立せずに移斤を行うことがで 
きます。この場合、移行ファイルの保ち用に、 USB ハード•ディスクなどの、十分 
なフリー-スペースを持つ取り外し可能メディアが必要です。ファイル転送による 
移行は、ソース.コンピューターとターゲット-コンピューターが別の場所にあ 
り、相互のネットワーク接続を確立することが不可能な場合に便利です。 


8 ThinkVantage System Migration Assistant 5.1: ユーザーズ•ガイド 



第 2 章 SMA のインストールとアンインストール 


この章では、 SMA のインストールとアンインストールについて説明します。 


SMA 5.1 のインス I ル 

SMA のインストールには、次の2つのタイプがあります。 

• 標準インス!-―ル： SMA の標準インストールを実巧するには、まず管埋特権を持 
つオペレーテイング-システム-アカウントを使用してローカル側からコンピユ 
一夕一にログオンし、そのコンピューターからインストールを実行する必要があ 
ります。 


• サイレント•インス I -― ル： ユーザーが対話を行わずに SMA をインストールす 
る場合は、ネットワークで接続された環境にログオンし、 SMA を1をな上のコ 
ンピューターにインストールします。サイレント•インストールは、通常リモー 
卜側で実行します。 

標準 SMA インストールの実行 

SMA をインストールするには、义のようにします。 

し管埋特権を持つオペレーティング-システム-アカウントを使用してコンピュ 
一夕一にログオンします。 

2. SMAsetup . EXE プログラムを実行します。 

3. SMA の「ようこそ」ウインドウが開きます。 



图 2. 標準 SM 4 インストールのまを fSMA ようこそ」ウインドウ 


© Lenovo 2006. Portions © IBM Corp. 200(i. 9 























4. 「次へ」をクリックします。「使用許諾契約」ウインドウが開きます。「使用 
許諾契約の条項に同意します。」を選択します。 



図え 標準 SMA ィンストールの実行:「使用許諾契約」ウィンドウ 

5. 「次へ」をクリックします。「インストール先のフォルダー」ウィンドウが開 
きます。 
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6. デフオルトでは、 SMA がぶ评 rogram Files ¥ ThinkVantage ¥ SMA にインストール 
されます。ここで、は、ハード•ディスク.ドライブのドライブ名です。 

SMA を別の場所にインストールするには、「変更」をクリックした後、代替フ 
オルダーを選択します。 



図 4. 標準 SMA インストールのま行:「インスト—ル巧のフォルダー」ウインドウ 
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7. 「次へ」をクリックします。「プログラムをインストールする準備ができまし 
た」ウインドウが開きます。 



図 5. 標準 SMA インストールの実行:「 プログラム をインストールする準備ができました」 
ウインドウ 


8. 「インス! -―ル」をクリックします。 

ミ主： SMA のインストールでは、更新済みダイナミック•リンク-ライブラリー 
( DLL ) ファイルが必要になる場合があります。ご使用のコンピューターに 
更新済み DLL ファイルがない場合は、その旨を通知するウィンドウが開 
き、インストールを完了するために必要なステップが示されます。 
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9. InstallShield ウィザードによって SMA がインストールされると 、 「InstallShield 
ウイザードを完了しました」ウィンドウが開きます。 



図 6. 標準 SMA インストールのま行: 「 InstallShield ウィザードを完了しました」 ウィンドウ 
10. 「完了」 をクリックします。 

サイレント SMA インス I ルの実行 

コマンド.プロンプトからの SMA のインス I ル 

SMA をコマンド•プロンプトからインストールする場合は、乂のようにします。 

1. 管理特権を持つオペレーティング•システム•アカウントを使用して、 SMA の 
サイレント•インストールを実行するコンピューターにログオンします。 

2. SMAsetup . EXE をコンピューターにコピーし、 SMAsetup . EXE がコピーされたデ 
ィレクトリーに移動します。または、 SMAsetup . EXE が保をされているネットワ 
ーク•ディレクトリーに移動してもかまいません。 

3. コマンド行プロンプトで、コマンド SMAsetup.EXE /s / v "/ qn " を入力します。 
Enter を押します。 


ミ主： コマンド•プロンプトから SMA をインストールする前に、必ず前のバージョ 
ンの SMA をアンインストールしてください。 
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SMA のアンインス I ル 

SMA をアンインストールするには、かのようにします。 

し「スタート」 ^ 「コントロール . パネル」 をクリックします。「コントロールパ 
ネル」ウィンドウが開きます。 

2. 「プログラムの追加と削除」 を ダブル クリックします。「プログラムの追加と削 
除」ウィンドウが開きます。 

3. 「System Migration Assistant」 をクリックします。 

4. 「削除」 をクリックします。確認ウィンドウが開きます。 

5. 「はい」 をクリックして、画面の指示に従います。 


SMA のアンインストールでは、必ずしもすべての SMA ファイルが削除されない 
場合があります。手動でな下のファイルを削除する必要があります。 

• SMA を実行しているときに生成された SMA ログ-ファイル。 SMA をデフオル 
卜の場所にインストールした場合、このファイルは同じデイレクトリー内にあり 
ます。 


• SMA に固有の一時ファイル。デフォルトでは、これらのファイルは d:¥_SMA に 
保をされています。ここで、 d は、ハード•ディスクのドライブ名です。 

• SMA 移行ファイル。これらは拡張子 .sma が付いたファイルです。 
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第 3 章 GUI を使用した移巧の実行 


SMA 5.1 では、「ターゲット主導による移行シナリオ」と「標準移行シナリオ」の 
2つのタイプの移行シナリオを行うことができます。 

夕ーゲット主導による移行シナリオ 

ターゲット.コンピューターにすでに SMA をインストールしている場合 
は、ターゲット-コンピューターから移斤を開始できます。 SMA は、ソー 
ス-コンピューターをセットアップし移斤を開始するためのウィザードを提 
供します。 

標準移行シナリオ 

最初に両方のコンピューターに SMA をインストールします。 奶こ 、ソー 
ス-コンピューターで移行プロセスを開始することができます。 

上記それぞれの移斤シナリオの中で、さらに「簡易移斤」か「カスタム移斤」のど 
ちらの移斤タイプにするかを選択できます。 

簡易移行タイプ 

移行するファイルを選択する必要があります。選択済みファイルと共に、一 
部のアプリケーション-データおよび設定が自動的に移行されます。この夕 
イプは、簡単で迅速な移行方法です。 


カスタム移行タイプ 

ファイルだけでなく、アプリケーション-データと設定も選択する必要があ 
ります。選択プロセスの実行中、いくつかのウインドウが表示されます。 


PC から PC へのターゲット主導じよる移行を始めるには、16ページの 『 PC から 
PC への移行』 を 参照してください。 


PC から PC への標準移行を開始するには、 142 ページの 『 PC から PC への移行』 
を参照してください。 


取り外し可能メディアを使用して標準移行を開始するには、54ページの『ファイル 
転送じよる移行』 te 参照してください。 


◎ Lenovo 2006. Portions © IBM Corp. 2006. 
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ターゲツト主導による移行シナリオの実行 


一重要 

移巧を開始する前に、必ずすベてのアプリケーションを閉じてくださぃ。詳し 
くは、 [^5 ページの『付録 B. トラブルシューティング』] を参照してくださ 
い。 


PC から PC への移行 

PC から PC へのターゲット主導による移行を行う場合、 SMA GUI を使用してデ 
一夕と設定の取り込みと適用を斤います。 

PC から PC へのターゲット主導による移行は、自動とマニュアルのどちらも可能 
です。 

自動 SMA は、イーサネット-クロスオーバー-ケーブル経由、またはネットワ 
ーク経由でソース-コンピューターにインストールされます。自動インスト 
ールを開始する前に、ターゲットとソース.コンピューター間の接続をセッ 
トアップするようにプロンプトが出されます。 

ミ主： ソースおよびターゲットの両コンピューターの管埋特権を持つアカウン 
卜でログオンします。 


マニュアル 

SMA は、取り外し可能メディアを使用してソース-コンピューターにイン 
ストールされます。取り外し可能メディアを挿入して、 「次へ」 をクリック 
します。 SMA はインストール•パッケージをそこにコピーします。 

Windows 98または Windows NT 4.0 が稼働するコンピューター間で移斤 
する場合は、この方法を使用します。 

PC から PC へのターゲット主導による移斤シナリオを行うには、かのようにしま 
す。 

1. 移行したいオペレーティング.システムの管理特権のあるアカウントを使用し 
て、ソース-コンピューターとターゲット-コンピューターにログオンしま 
す。マニュアル移行のためには、ターゲット•コンピューターに、 USB メモリ 
一 • キーなどの取り外し可能ストレージ.デバイスを接続します。 
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2. ターゲット•コンピューターで、 「スタート」^ 「すべてのプログラム」^ 

rjhinkVantagej ぅ 「System Migration Assistant 」 の順にクリックしま 

す 。 Think Vantage の 「System Migration Assistant 」 ウインドウが開きます。 




醜な どが—ザか]ンピパ— 邸 巧します。 


巧け巧案を開妃するおに、みの巧実を巧ってください。 


X System Updat 巧 実巧して System Migration Assistant 色 MA> げ最 f 斤パ • ージョンであることをお詔してくださ 
い。 

* ターヴット•コンビューターにアブリケーン司ンのインストールを巧ってください。 

は: SMA はアブリケーションのインストールは巧し、ません〇 ) 

" MicrosoftfR] Windows updates でコンビュークーをを巧してくださし、。 

X をてのアブリケーンョンをが了してくださし、。 

これらの巧実げ完了した域、「ぶへ J をクリックしてください。 


夕巧嗦13;艺; □! キャンたル I ヘルプお） I 


図 7. PC から PC への夕 ーゲッ ト主導による移 f 了の実わ : 「ThinkVantage System Migration 
AssistantJ ウィンドウ 

3. 「次へ」 をクリックします。「移巧方法の選巧」ウインドウが開きます。 


j^^System Miration Assistant 

E 回 

巧巧モまの这が 

M 


3 


4 


5 


〇 2 

巧巧方法を遽巧してください。 

f ? P . 易鞍.巧で iT . 《お峯の.二.…巧.ニザろ. p . jV : び:!..二.タニ.がら.巧.業.を閒がじまず--- 


驟靜转驾燕监窥黏づ ルで巧たとげで 舒す。 


广カスタム格巧に） 

カスタム巧巧を遇ぶと、巧巧するアプリケーション記ミやデータの邊巧を加かくおちできます。 
ネットワーク経をでのな巧だけでむく、移巧ファイルに一嘟うじな巧らできまも 


く戻る运 ）I 诚へ祖) >」キャンたル」ヘルプお ）I 


図 8. PC から PC へのターゲット主導による移行の実行:「移 ff 方法の選択 J ウインドウ 
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4. 移行方法を選択し、「次へ」をクリックします。 

「簡易移行」を選択した場合は、ステップ 回へ 進みます。「カスタム移行」 
を選がした場合は、「コンピューターの選択」ウィンドウが開きます。 


System Nigration Assistant 


コシビュー々一のま巧 


10 3 4 5 6 

このコンピューターはソース•コンピューターですか、ターザット•コンピューターですか？遇巧してくだぞい。 

f ? ターヴヴト]ンピューターの:この]ンピューターへデータと i さちを惭子します。 

广リ-ス.〕ンピュ-夕-を):この〕ンピュ-夕-からデ-夕と設定を巧り泣みます。 

接巧ので;'去を进巧してください。 

PC から PCA が:イーサネットケ—力 I ■かネットワーク経由で直巧]ンピューターを掉病し巧巧します。 
广校巧ファイル ( M ): 巧巧巧みの移けファイルがまって怯巧します。 

ソース •] ンピューターからお行巧業を巧に剛占していますか？ 

な WfUm 

广はいが 


己回図 


<戻る担）支へ独>」キサン t ル」ヘルプ出 ）I 


図 9. PC から PC への夕ーゲット主導による移行の実行:「コンピューターの選択」ウィンド 

ク 

5. 「夕ーゲット.コンピューター」、 rpc から PC へ」と「いいえ」を選択 

し、「次へ」をクリックします。 

6. 「イーサネット•ケーブルで双方のコンピューターを接続し、 「 OK 」 をクリッ 
クしてください。」ダイアログが開きます。 


System Mi が at ion Assistant 


も イ-サネ》トケ-カレで切ちの〕ンピュ-夕-を巧続し、「〇りをウリックしてください。 

[OK . _キャン t ル」 


図 ] a PC から PC へのターゲッ ト主導による移行の実行.’「イーサネット.ケーブルで双方 
のコンピューターを接続し、 fOKJ をクリックしてください。」ウィンドウ 

コンピューター間をイーサネット•ケーブルで接続してから、 「 OK 」 をクリッ 
クします。「キャンセル」を選択した場合は、ステップ 回に 戻ります。 
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7. 「インストール方法の選択」ウインドウが開きます。 



図 ]]' PC から PC へのターゲット主導による移行の実行.'「インストール方法の選択」ウィ 
ンドウ 

インストール方法を選択し、「次へ」をクリックします。 「マニュアル」 を選 
択した場合は、ターゲット-コンピューターに取り外し可能ストレージ•デバ 
イスを接続してから、ステップ 114 (22 ページ) I に進みます。 「自動」 を選択し 
た場合は、「ファイヤーウォールを停止してください。」ダイアログが開きま 
す。 


巧 


イシストール 方まの S 巧 


フが ーウォールを怜止 b 辛ください。 



System Mig 
-ル方まが 


自旣姐 
System Mk 

广マニュア J 

リムーパル•二 
执してイシス 


巧実を続ける前こ、リースわが)ターザ》卜]ンピューター巧方のファイヤーウォールを巧 
止してください。 

UTF のファイヤ-ウォ-ルがお化されましを。をてのファイ V - ウォールがき止してくださ 
0。 


Windows XP SP 2 Firewall 


..でに.. 


す。インスト 


L アルで超 


図化 PC から PC へのターゲット主導による移行のま行:「ファイヤーウォールを停止して 
ください 。」ダイアログ 
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8. 両方のコンピューターのフアイヤーウォールを使用不可に設定してから、 
「0 K 」 をクリックします。「接続の開始」ウィンドウが開きます。 



図。' PC から PC へのターゲット主導じよる移巧のま斤.' 「接続の開始」ウィンドウ 

えソース•コンピューターに向かいます。 「スタート」 をクリックしてから、 
「ファイル名を指定して実行...」 をクリックします。「ファイル名を指定して 
実行」ダイアログが開きます。 



図 M . PC から PC へのターゲット主導による移行の実行:「ファイル名を指定して実行」ダ 
ィァログ 

インストール.パッケージのパスを入力します。パスはターゲット.コンピュ 
一夕一で指定され、たとえば乂のようになります。 

¥¥10.1.1.l¥SMAPKG¥Launcher.exe 

「0 K 」 をクリックします。 

10. プロンプトが出されたら、ターゲット•コンピューター用のユーザー名とパス 
ワードを入力します。 
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11. 「開いているファイル-セキュリティの警告」プロンプトが出た場合は、 「実 
行」 をクリックします。 



図け' PC から PC への夕ーゲッ ト主導じよる移巧の実巧.’「開いているファイル -セキュリ 
ティの警告」ダイアログ 

12. ソース•コンピューターで「インストール中」ダイアログが開きます。 


インストール 中 


System Migration Assistant をインストールしています。しはらくもイきちください。 




[1 キャンセル1 

図化 PC から PC へのターゲッ ト主導による移行の実行: 「インス トール中 」ダイアログ 

13. ターゲット•コンピューターで 「次へ」 をクリックします。「接続中」ダイア 
ログが開きます。ステップ 阿口 2ページ) 1 へ進みます。 
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14. ステップ |7 (19 ページ) I で 「マニュアル」 を選択した場合は、「コピー」ダイア 
ログが開きます。 


2J 



インストールちまの s 巧 


System 
-ル方过 

广白勤 

System 

い二: 

リムーバ j | 
れしてイ 



店 


編雜蔚裳ぶ裸ぶ縮苗だ織て.觀織辭^^^^^^^^^ 


みリムーバブルディスク （ F :) 


. || キザンたル^ 


図 n . PC から PC へのターゲット主導じよる移行の実行:「コピー」ダイアログ 

15. リストからリムーバブル.ディスクを選択し、 「コピ ー 」をクリックします。 
コピー.プロセスが開始します。「コピー」ウインドウが進行状況をトラツキ 
ングします。 


泣 


インストール方るのさ巧 




の 


System Mil 
ール方まを: 


f ? 自助け 
System M 

广マニュア 

リム'-バル j 
お! してが 



インスト 


アルで起 


図 J 8. PC から PC へのターゲット主導による移巧の実行:「コピー 」ダイアログ 
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16. パッケージのコピーが完了すると、「接続の開始」ウインドウが開き、パッケ 
ージが正常にコピーされたことを通知します。 


^ystem Migration Assistant 



00 

採赁の团た 



M 

1 3 

0 

6 

7 


System Migration Assistant インスト'- ル •バウケージの コピーび 完了しました。 

リムーパカいタディアを巧りかし、らう一方の]ンピューターに巧り巧けます。そして;げィアを問き、 " SETUP " をクリックし 
ます。 

もう一ちの]ンピュ-夕-でま示されるキ扇こなった巧、この画面こ戻りじ欠へ」をクリックしてくだぞい。 


<戻る掛』二:;巧 5； p :2 :::::il キ*ンたル1 ヘルプが」 


國 19. PC から PC へのターゲット主導による移行のま巧:「接続の開始 」ウインドウ 

17. リムーバブル•ディスクをターゲット•コンピューターから取り外し、ソー 
ス•コンピューターに取り付けます。デバイスを開き、 SETUP プログラムを 
クリックします。 

18. ソース•コンピューターでのインストールが完了すると、「接続の開始」ウイ 
ンドウが開きます。 


^Jsystem Migration Assistant 

曰回, 

採赁の巧を 

M 



1 


0 5 



：^^；1«^51^£^^«1^§^!^5し「汝へ做リックして<ださい。夕-わ卜 


がも谢言び话立するのに数みかかることがあります。 


く戻る(巨）巧な職;ス:::11 キタン t ル1 ヘルプの〉」 


図 20. PC から PC へのターゲット主導じよる移巧の実巧:「接続の開始」ウインドウ 
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19. 「次へ」をクリックします。ターゲット•コンピューターに戻り、「次へ」を 
クリックします。 PC から PC への接続が開始します。 

20. 接続の確立が開始します。進行中は「接続」ダイアログが開いたままになり状 
況を知らせます。 




3 0 5 



巧続中です 


巧沒 


巧病中 


商 




[:'' キ朽だ化 ‘ 


國 21. PC から PC へのターゲッ ト主導による移行の実斤:「接続 」ダイアログ 

21. 接続が確立されると、ターゲット•コンピューターに「待機中」ダイアログが 
開きます。 



図 22. PC から PC へのターゲッ ト主導による移行のま行.’「待機中 」ダイアログ 
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22. ソース•コンピューターで、ステップ 臣 （18 ページ) I で 「カスタム移行」 を選択 
した場合は、 _ 「移行項目の選択」ウィンドウが開きます。それな外の場合は、 
ステップ 1^8(32 ページ) 1 へ進みます。 


yetem Migration Assistant 


巧巧巧目の巧巧 


1 2 

取り込む項目を還巧します。 

P ユーザ— •プ□ファイル 

ロデスクトップ 
ロアプリケーン3ン設ミ 
[7 ネットワ-ク 
W プリンター 
ロファイルとフオルタ- 


曰回囚 


0 


すべてクリア—姐 I —く戻る胺沈 5 脚:::?::::::; I キサンかレ」け出）」 


園 23. PC から PC へのターゲッ ト主導による移行の実行:「移行項目の選択」ウィンドウ 

23. 取り&みたいファイルのカテゴリーを選択します。 

24. 「次へ」 をクリックします。ステップ 1231 で 「ユーザー•プロファイル」 チェ 
ック•ボックスを選択した場合、かの「移行項目の選択」ウィンドウが開きま 
す。それな外の場合は、ステップ 127 (26 ページ) I へ進みます。 


j^'System Migration Assistant 

曰回囚 

を 行 巧目の适巧 

M 


1 2 3 4 巧 6 7 


巧巧するユーザープ□ファイルをチ王ックします。 

□一カル.ユーザ- 

P TP-R40E¥SMA Test 
庐 [TF 制巧 fXR 


すべてクリアー迫）」 く 房る(巨〉 [ 巧へ准いI キサンセル」レプ(が」 


図 24. PC から PC へのターゲッ ト主導じよる移行の実行:「移行項目の選択 J ウインドウ 


第3章 GUI を使用した移行の実斤 25 

































25. 移行したいユーザー•プロファイルを選択します。ユーザー•プロファイルに 
ついて詳しくは、 15 ページの『マルチユーザー•プロファイルの移 斤』] 参照 
してください。バックグラウンド•ローカル•プロファイルの場合は、ユーザ 
一•パスワードは移行されずに、ユーザー名にリセットされます。 

ユーザー. プロファイルの移斤にはな下の制約事項が適用されます。 

• ユーザー.プロファイルを Windows 2000または Windows XP に移行する 
には、管埋者権限を持つアカウントを使用する必要があります。 

• Windows 98を実行しているソース.コンピューターから Windows 2000 
Professional または Windows XP を実わしている夕'ーゲット*コンピュ'—夕 
一にユーザー-プロファイルを移斤することはできません。 

26. 「次へ」 をクリックします。 

27. ステップ 123 (25 ページ) I で 「デスクトップ」 チェック•ボックスを選択した場 
合、乂の「移行項目の選択」ウィンドウが開き、移行したいデスクトップの設 
定を選択するようにまめられます。それな外の場合は、ステップ [^0(29 ページ) 
へ進みます。 



12 3 4 0 6 

巧けするデスクトゥブ設定を遇巧してくだか。 


巧可’スウトゥブ設定（デスウトゥブ-テ—マ / K を/お貸かま) 

尽ユ-ザ-補助 
ロアクティブ•デスウトゥブ 
ロ カラー 

1^デスクトップ.アイコン 
庐ディスプレイ 
庐アイコンのフォント 
庐キーポード 
尽マウス 
W バタ-ン 
尽スウリーーバ- 
庐 r さるが ニュー 
ロシ王ル 


すべてクリアー(直）」_ <戻る(巨）ぶ::::;的な ti 3:2::::3| _午サンたル」_ヘルプか〉」 


図 25. PC から PC へのターゲット主導による移行の実行:「移な項目の選択_!ウインドウ 
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28. 移行したいデスクトップ設定を選択します。 


ユーザー 補助 

キーボード、サウンド、マウス、およびその他の設定に対するユーザー 
補助設定 

アクティブ-デスクトップ 

アクティフ状態 (Windows XP Professional ではサポートされません） 
カラー デスクトップおよびウィンドウの カラー 

デスクトップ設定（デスクトップ • テーマ/カラー • スキーム/視覚効果） 
デスクトップ•テーマ、カラー•スキーム、視覚効果 

デスクトップ•アイコン 

すべてのデスクトップ•コンテンツ（フォルダー、ファイル、ショート 
カット、およびアイコンを含む） 

ミ主： 

a . アイコンの場所は移巧されません。 

b . デスクトップ•アイコンは Windows XP と Windows 2000のみに 
移行できます 。 Windows NT 4.0 はサポートされていません。 

ディスプレイ 

デスクトップの幅、高さ、およびカラー深度 

アイコンのフォント 

デスクトップのアイコンに使用されるフォント 

キーボード 

キーボードの反復速度、カーソルの明滅間隔、および遅延 
マウス マウスの右利きと左利きの設定、速度、およびダブルクリック間隔 

パターン 

デスクトップで使用するパタ'ーン （Windows XP Professional ではサポ 
ートされません） 

スクリ ーン.セーバー 

現在のスクリーン-セーバー設定 

「送る J メニュ ー 

「送る」メニューの設定 

シェル 表示のソート順、表示のタイプ（大きいアイコンまたは小さいアイコ 
ン)、ステータス•バー、 および ツールバーの 状況（表示/非表示） 

サウンド 

サウンドの設定 


「スタート J メニュ ー 

「スタート」メニュー•コマンド 

ま： 「スタート」メニューはフォアグラウンド•ログオン•ユーザーの 
場合にのみ移行されます。バックグラウンド.ユーザーの設定は移 
行されません。 
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タスク バー 

ドッキング. エッジ、 サイズ、常に手前に表示、自動非表示、時計表 
示、「スタート」メニューでの小さいアイコンの表示 

ミ主：タスクバー位置の移斤は Windows XP ではサポートされていませ 
ん。 


タイム*ソーン 

タイム.ゾーンの設定 

壁紙 デスクトップの壁紙 

ウィンドウ-サイズ 

最小化ウィンドウのスペーシングと配置、ダイアログ•メッセージのフ 
ォント、メニュー•サイズ、スクロール•バーのサイズ 

デスクトップ設定にはな下の制約事項が適用されます。 

-ユーザー補助： 

- Windows 98から Windows 2000 Professional に移わする場合、 

ShowSounds 、 SoundSentry 、 および Stickykeys 設定の移わはできません。 

-「カーソル」オプション、ポインター速度、および「通知」オプションの 
移行はできません。 

• アクティブ•デスクトップ： 壁紙を含むアクティブ•デスクトップを移行す 
るには、壁紙の設定も選択しなければなりません。 

-デスクトップ•アイコン間の垂直および水平スペーシングは、正確には移 
巧されません。 

-現行ユーザーのデスクトップ•ディレクトリーに入っているアイコンだけ 
が移行されます。 

• マウス： Windows XP Professional を実巧しているターゲット*コンピュータ 
一にマウス速度を移行することはできません。 

• スクリーン•セーバー： Windows 98から Windows 2000 Professional または 
Windows XP に移行している場合は、スクリーン-セーバーの移行はできま 
せん。 

• シェル： Windows Explorer シェルを移行するには、シェルのデスクトップ設 
定と Microsoft Internet Explorer アプリケーションの設定を両方とも移斤しな 
ければなりません。ターゲット.コンピュータ'—が Windows 2000 
Professional または Windows XP を使用している場合は、フォルダー表示の 
設定（たとえば、大きいアイコン、タイル、詳細など）は移行されません。 

• サウンド： SMA は、アクティブ•サウンド•スキームをソース•コンピュー 
ターからターゲット•コンピューターに移行します。サウンド.スキーム 
は、 Windows コントロールパネルの「サウンドとマルチメディア•プロパ 
ティー」ウィンドウで設定されます。ソース•コンピューターのサウンド • 
スキームが「サウンドなし」に設定されていれば、サウンドはターゲット- 
コンピューターに移斤されません。ソース.コンピューターでカスタム.サ 
ウンドが使用されている場合は、サウンド-ファイルをサウンド•スキーム 
と一緒に移行する必要があります。 

• タスクバー： Windows XP が稼働するターゲット • コンピューターに移行す 
る場合は、タスクバーの位置は移行されません。 
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29. 「次へ」 をクリックします。 

30. ステップ 123 (25 ページ) I で 「アプリケーシヨン設定」 チェック•ボックスを選 
択した場合、乂の「移行項目の選択」ウィンドウが開き、移行したいアプリケ 
ーシヨンの設定を選択するように要ホされます。それな外の場合は、ステップ 
33 口0ページ) I へ進みます。 



図 26. PC から PC へのターゲット主導による移行の実行:「移行項目の選択 J ウィンドウ 

31. 設定を移行するアプリケーションを選択します。 

SMA は、ユーザー設定とカスタマイズ情報を取り込むことができます。 

Internet Explorer および Netscape Navigator のカスタマイズ情報には、そのアプ 
リケーションのバージョンにより、ブックマーク、 cookies . および設定が含ま 
れることがあります。 Lotus ® Notes ® および Microsoft Outlook の場合は、こ 
れらの設定には、アドレス帳とローカルに保巧された E メールが含まれること 
があります。 

ターゲット. マシンにインストールされたアプリケーションのバージョンが、 
ソース•マシンにインストールされたバージョンより前の場合、アプリケーシ 
ョンの設定は移行されません。 


アプリケーション設定の移行に適用される制約事項の詳細については、75ペー 
ジの『付録 A . 移行可能なアプリケーション設定』参照してください。 

32. 「次へ」 をクリックします。 
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33. ステップ 123 (25 ページ) I で 「ネットワーク」 チェック•ボックスを選択した場 
合、乂の「移行項目の選択」ウィンドウが開き、移行したいネットワークの設 
定を選択するようにまめられます。それな外の場合は、ステップ [^5 口1ページ) 
へ進みます。 



国 27. PC から PC へのターゲッ ト主導じよる移行の実斤:「移行項目の選択」ウィンドウ 

34. 移行したいネットワーク設定を選択します。 

TCP/IP 構成 

• IP / サブネット/ゲートウェイ 

• DNS 構成 

• WINS 構成 
ネットワーク識別 

• コンピューター名 
• コンピューターの説明 
-ドメイン/ワークグループ 

その他 

-マップされたドライブ 
• ダイヤルアップ•ネットワーク 
-共用フォルダー/ドライブ 

• ODBC データ.ソース 
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ネットワーク設定にはな下の制約事項が適用されます。 

• ドメイン/ ワークグループ： ソース•コンピューターがドメインのメンバーで 
あり、ターゲット-コンピューターをこの同じドメインのメンバーにしたい 
場合は、ドメイン•コントローラーにターゲット-コンピューター用のアカ 
ウントを作成します。ドメイン•コントローラーが Windows 2000 Server を 
実行している場合は、 「Windows 2000 JU 前のコンピューターにこのアカウ 
ントの使用を許可する」 チェック•ボックスを選択してください。ドメイ 
ン•ネームを移行する前に、コンピューター名を移斤する必要があります。 

• DNS 構成： PC から PC への移行を実行する場合、 DNS 設定は移行されま 
せん。 

35. ステップ |23 (25 ページ) I で 「プリンター」 チェック•ボックスを選択した場 
合、ホの「移行項目の選択」ウィンドウが開き、移行したいプリンターを選択 
するようにホめられます。それな外の場合は、ステップ 138 (32 ページ) I へ進み 
ます。 



図 28. PC から PC へのターゲット主導による移行の実行:「移行項目の選択」ウインドウ 
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36. プリンター•リンクとデバイス-ドライバーを移斤したいプリンターを選択し 
ます。デフォルト•プリンターは自動的に選択されます。 

ミ主： 

a . デバイス.ドライバーがソース•コンピューターにマニュアルでインストー 
ルされたプリンターを選択する場合は、移行前にターゲット.コンピュータ 
一に同じデバイス-ドライバーをインストールしてください。 

b . デフォルトでは、標準 TCP / IP ポート-プリンターも LPR ポート•プリン 
ターも移行できません。プリンター設定の移行についての詳細は、 

r ThinkVantage System Migration Assistant v .5.1 Deployment Guide ] を参照し 
てください。 

37. 「次へ」 をクリックします。 

38. ステップ |23 (25ページ) 1 で 「ファイルとフオルダー」 チェック•ボックスを選 
択した場合、またはステップ 1^(18 ページ) I で 「簡易移行」 ラジオ•ボタンを選 
択した場合、スキャン中であることを示すダイアログ•ボックスが開き 、 SMA 
によりハード•ディスクがスキャンされます。それな外の場合は、ステップ 

44 (37 ページ) I へ進みます。 



図 29. PC から PC へのターゲット主導による移行の実行:「スキャン中 」ダイアログ 
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スキャンが完了すると、「リストの作成」ダイアログが開き、インディケータ 
一が進斤度を表示します。 



図が. GUI モードでの移巧のま巧.' 「リス トの作成」ダイアログ 

作成プロセスが完了すると、「選択したファイルの確認」ウインドウが開き、 
デフォルトで「ファイル/フォルダー」タブが表示されます。 


iSystem Mi び at ion Assistant 
ち巧しをファイルの巧里 


12 5 〇 

ファイル/フォルターで涅巧したファイル • 設定を取り込みます。よろしければ、じか\」を州ッウしてください。 
ファイル/フオルター I 巧イル•お。 I 
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ヴが 

B 讨 

> [V i SMAy —ス•コンピューター 
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なまを)...」 すべてのチエツなちみファイルの合計： 3 MB 
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図 31. PC から PC へのターゲット主導による移巧の実巧:「選択したファイルの確認」ウイ 
ンドウ上の「ファイル/フォルダー j タブ 
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39. 移行したいファイルを選択します。ファイルを個々に選択することもできます 
が、特定のタイプのすべてのファイル、または選択したディレクトリー内のす 
ベてのファイルを一括して選択することもできます。ディレクトリーを選択す 
ると、そのデイレクトリーに入っているすべてのファイルが自動的に選択され 
ます。 


「ファイル/フォルダー」タブには、ソース•コンピューター上のファイルが、 
場所順にソートされてリストされます。 

タイプ別にソートされたファイルを表示するには、 「ファイル•タイプ」 をク 
リックします。「ファイル•タイプ」タブが表示されます。特定のタイプのフ 
アイルをすべて選択することもできますが、ファイル-タイプを展開して個々 
のファイルを選択することもできます。 



図化 PC から PC へのターゲット主導による移行の実巧.'「選択したファイルの確認 J ウイ 
ンドウ上の「ファイル•タイプ」 タブ 

40. 特定のファイルまたはファイルあ張子を検索するには、 「検索」 をクリックし 
ます。検索用のウィンドウが開きます。 



図が' PC から PC へのターゲット主導じよる移行の実行:「検索」ウインドウ 
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41. 「検索対象」 フィールドにファイル名を入力します。ゼロな上の文字を表すア 
スタリスク （*) と、正確に1文字を表す疑問符 （?） などのワイルドカード文字 
を使用することができます。 「検索場所」 フィールドで、検索したいハード- 
ディスクを選択し ます。 「検索開始」 をクリックします。 


—アテンション- 

a . オペレーティング•システム•ファイルを移行しないでください。移 
斤すると、ターゲット•コンピューターの誤動作を招く原因になるこ 
とがあります。 

b . ハード•ディスクの内容全体を選択しないでください。内容全体を選 
択すると、オペレーティング•システム•ファイルを含め、すべての 
ファイルが選択されてしまうためです。 

C. 拡張子が DLL 、 EXE 、 または COM のファイルを選択するときは注意 
が必要です。 SMA は、 Windows レジストリー項目を調整しません。 
アプリケーション.ファイルを選択すると、アプリケーションがター 
ゲット.コンピューターで正しく稼働しないことがあります。 


42. 選択したファイルをターゲット-システムのどこに保巧するかを検討してくだ 
さい。ソース.コンピューターと夕ーゲット.コンピューターのハード.デイ 
スクの構成が違う場合は、ファイルとディレクトリー用に代替宛先を選択する 
必要があります。 



図 34. PC から PC へのターゲット主導による移行の実行.'「選がしたファイルの確認 J ウイ 
ンドウ 
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ファイルの宛先ロケーシヨンを変更するには、そのファイル名を右クリックし 
ます。メニューが表示されます。選択したファイルは、「マイドキュメント」 
ディレクトリーに保存するか、または新規のパスを指定したり元のパスをその 
まま使用することもできます。 

• ファイルを「マイドキュメント」ディレクトリーに保巧するには、「 マイ 
ドキュメント」 をクリックします。マイドキュメントを宛先として指定する 
ためのウインドウが開きます。オプションを選択し、 「0 K 」 をクリックしま 
す。 




R フォルターをを除去し、ファイルを直巧「マイドキ;じ5ンいに入れる 
广現なのフォルダ-るを R イドキュイン KI のサプフォル巧-として入れる 
广フォルタ-るをミミし、 r マイドキュ於りのサプフォルタ—として入れる 


口 


でに i] _キサン t ル」 _ヘルプ(が」 


図 35. PC から PC へのターゲット主導じよる移巧の実行:「マイ • ドキュメントの宛先」ウ 
ィンドウ 

-ファイルの代替パスを選択するには、 「新規パス」 をクリックします。新規 
パスをあ先として指定するウィンドウが開きます。オプシヨンを選択し、 
「0 K 」 をクリックします。 



図 36. PC から PC へのターゲット主導による移巧の実行:「新規パスの巧先 」ウィンドウ 

-ファイルのオリジナル•パスを保持するには、 「元のパス」 をクリックしま 
す。デフォルトでは、 SMA で、ファイルがそれと同じ名前のファイルがある 
ディレクトリーに移行されると、移行される側のファイルじよって古いファ 
イルが上書きされます。（ファイルが上書きされないように Commands.XML 
ファイルをカスタマイズすることができます。詳しくは、 け hinkVa 麻 ge 
System Migration Assistant 5.1 Deployment Guide を参照してください。） 

重要： ファイルの位置を変更するときは注意してください。バッチ•ファイル 
と構成ファイルには、完全修飾パス名が含まれていることがあります。したが 
って、バッチ•ファイルと構成ファイルが参照するファイルとディレクトリー 
の位置を変更すると、プログラムまたはタスクは正常に稼働しません。 

ま： Commands . xml ファイルを使用しても、アプリケーシヨン設定とデスクトッ 
プ設定を除外することはできません。 
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43. 「次へ」をクリックします。 

44. 「確認」ダイアログが開きます。 



図 37. PC から PC へのターゲット主導による移す子の実行: 「確認」ダイアログ 

「0 K 」 をクリックします。 

45. 「取り&み中」ダイアログが開きます。 



図 38. PC から PC へのターゲット主導による移行の実行:「取り込み中 J ダイアログ 
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国が' PC から PC へのターゲット主導による移行の実行:「取り込み中 」ダイアログ 

設定とファイルの取り达みが完了すると、取り达まれたデータはターゲット • 
コンピューターに送信されます。「送信中」ダイアログが開きます。 


な 


巧巧しをファイルの巧夏 


a 曰 因 


〇 




國 40. PC から PC への夕ーゲッ ト主導じよる移行のま巧:「送信中 」ダイアログ 

SMA では、ソース.コンピューターで作成した移行ファイルがターゲット.コンピ 
ューターにコピーされた後、保さされた移行ファイルが適用されます。移行する設 
定とファイルの数じよっては、この操作に数分かかることがあります。 
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46. ターゲット•コンピューターで「受信中」ダイアログが開き、適用フェーズが 
開始します。 


な 


-因 



図化 PC から PC へのターゲット主導による移行の実行:「受信中 」ダイアログ 

移行ファイルがパスワードで保護されている場合は、パスワードの入力を要ホ 
されます。 

47. データがターゲット•コンピューターにより受信された後に、「適用中」ウイ 
ンドウが開きます。 



図 42. PC から PC へのターゲット主導による移巧の実行:「適用中」ウインドウ 
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図 43. PC から PC へのターゲット主導による移行の実行:「適用中 」ウインドウ 

48. 移巧ファイルの適用後、両方のコンピューターで「移行サマリー」ウインドウ 
が開きます。 


を戸 ystem H お ration Assistant 



己回因 

r な巧サマリー 



M 

1 3 

巧け巧菜げが了しました。 

f? 要約妙 

A 

c 

な 
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广 レポ-卜也） 

別るな菅を)... 

|C：¥Program F iles¥ThinkVantage¥SMA¥summary.log 



通巧は正巧はさ了しました。 


[； .7U.T. . || 1 ヘルブ出) J 


図4ん PC から PC へのターゲット主導による移行の実行:「移行サマリー」ウィンドウ 
SMA を終了するには、 「完了」 をクリックします。 
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49 . 要約またはレポート•ファイルを別のディレクトリーに保管するには、かのよ 
うにします。 

a. 「要約」または「レポート」をクリックします。 

b. 「別名保管...」をクリックします。「名前を付けて保存」ウィンドウが開き 
ます。 


C. 「保存する場所」 フィールドで、ファイルを保存したいディレクトリーにナ 
ビゲートします。 

d. 「ファイル名」 フィールドに、ファイルの記述名を入力します。 

e. 「保存」 をクリックします。 

50 . ソース•コンピューターで「完了」をクリックします。 

51 . ターゲット•コンピューターで「完了」をクリックします。コンピューターを 
再起動するように指示するプロンプトが表示される場合があります。 「OK」 を 
クリックすると、コンピューターが即時に再起動されます。 



図が.户 C から PC へのターゲット主導による移行の実行.’「コンピューターの再起動 」ダイ 
アログ 
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標準移行の実行 


一重要 

移行を開始する前に、必ずす ベての アプリケーションを閉じてください。 


PC から PC への移行 

PC から PC への標準移行では 、 SMA GUI を使用して SMA 移行ファイルの取り 
达みと適用を斤います。移斤したい設定とファイルを選択すると、 SMA は、ターゲ 
ット-コンピューターに接続し、移行ファイルをターゲット-コンピューターの一 
時場所に保存した後、移行ファイルをターゲット-コンピューターに適用します。 

PC から PC へのカスタム移斤を実行するには、乂のようにします。 

1. 移行したいオペレーティング•システム•アカウントを使用して、ソース•コ 
ン ピューターに ログオンします。 

2. 「スタート」 ぅ 「すべてのプログラム」ぅ 「 ThinkVantage 」 ぅ 「System 

Migration Assistant 」 の順にクリックします 。 ThinkVantage の 「System 
Migration Assistant 」 ウインドウが開きます。 



図 46. PC から PC への標準移 f 了の実む： [ThinkVantage System Migration AssistantJ ウイン 
ドウ 
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3. 「次へ」をクリックします。「移行方法の選択」ウインドウが開き、どのよう 
な移行をするのか尋ねられます。 


Assistant 


〇 2 3 4 5 6 

巧巧ち;'去を遥巧してください。 

广巧易な巧の（推徵-夕-ザット]ンピュ-ターから巧冀を問化します。 

巧易な'斤をほった較巧は、アプリケーション試ちやデ-夕の悼巧をイ-サネットケ-ブルで巧うことげできます。 
ソース •] ンピュ-ターから巧重を聞おした巧合はカスタムおけを涅巧しヴだミい。 


が 酷强 

カスタム巧'行を迭ぶと、お巧するアプリケーション i をミやデータの遇折を帥かくちミできます。 
ネットワーク経をでのお巧だけでなく、お巧ファイルじ一巧のじな巧らできます。 



く 房る(を I 诚へ(が > 」 キャンた) レ」 ヘルプお） I 


図 47. PC から PC への標準移行の実巧:「移行方法の選が j ウィンドウ 

4. 「カスタム移行」を選がし、「次へ」をクリックします。「コンピューターの 
選択」ウインドウが開きます。 


卜 ^ System Higration Assistant 

巧因 

コンピューターの巧巧 

M 


1 〇 3 4 5 6 

このコシピューターはソース•コシビューターですか、ターゲット•コンピューターですか？邊が?してください0 

r 夕-ゲット •] ンピュ-夕-の:この]ンピュ-ター/げ-夕と設定を巧巧します。 

な リ-ス.]シビュ-夕-を):この]ンピュ-夕-からデ-夕と i るミを取り込みます。 

怯巧のち法を遥巧してください。 

f 唯お繫 3 E 3 輩部：15昭雌3111 Hi 蓝 E 3 E 1 綱 iSIg&ifa 

r 巧巧ファイル(凹):巧けファイルじデータと設定を巧巧して、巧でターゲット •] ンピュータ-[こ通用します。 


く 房る运） J ぶへ【皆 > 1 キャンむ レ」 ヘルプお）」 


図 48. PC から' PC への標準移行の実行:「コンピューターの選択 」ウインドウ 
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5. 「ソ ース-コンピユーター」 および 「PC から PC へ」を選択します。 「次 

へ」をクリックします。「ファイヤーウォールを停止してください。」ダイア 
ログが開きます。 



図 49. PC から PC への標準移斤の実巧:「フアイヤーウォールを停止してください 。」ダイ 
アログ 

6. ソース.コンピューターのすべてのフアイヤーウォールを使用不可に設定して 
から、 「0 K 」 をクリックします。「接続の開始」ウィンドウが開きます。 
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0 




ターザ》卜]ンビューターへ巧おしみのステッブを巧ってくだぞい： 

1) 夕-ヴット]ンピュ-夕-に同じバ-ジョンの SM 柳インスト-ルされていることを蹈5してください。 

2) System Migration Ass is わがを起が!してください。なタート-> すべてのプ□クラム ->Th ink Vantage -> System 
Migration Assistant). ぶに： 


a) タイン•スクリーンの r みへ」をクリック 

b) 巧巧タイプからカスタム格巧を遇化 r み Aj を如ッウ 
C ) 夕-ヴットを进巧 

d) ソ-サネットケ-プルかネットワ-ウ経由で垣招〕 ン ピュ-夕-を殺商し巧巧します。"を遽巧 
e > はいを迭巧むース •] ン ピュ-夕-から巧巧巧実を规こ閒姑にいますか？). 

じか VJ を州ック 

わキーワードを入力し、「ホへ J をクリック 


3) この]ンピュ-夕-へ戻り、「;れ」をクリックしてください。 


く戻るお） （J 二ぶ巧;がなぶ:;;;; li キャンむレ J ヘルプお） I 


図 50. PC から PC への標準移巧の実巧:「接続の開始」ウインドウ 
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7 .夕'ーゲット*コンピュ'ーターに向かいます。 「スタート」 


「すべてのプログ 


ラム」^ 「 ThinkVantaae 」 

ックします。 ThinkVantage の 
ます。 

^ 「System Migration Assistant j の順にクリ 

「System Migration Assistant 」 ウインドウが開き 

8. 「次へ」 をクリックします。 

「移行方法の選択」ウィンドウが開きます。 

を巧 System Migration Assistant 

巧 回 医 

格行ちをのち巧 

M 


〇 


；3 


—，み… 


： 5r 




巧行方をを涯巧してくださ0。 

广巧易移巧の（巧徵-夕-ヴット]ンピュ-夕-から巧業を開おします。 

簡易な巧をほった巧巧は、アプリケーション設定やデータの接巧をイーサネットケーブルで巧うことげできます。 
リ-ス •] ンビュ-巧-から巧業を開おした巧さはカスタム核巧を进巧 L ■てください。 


巧 msnmm 

カスタム巧巧をぷぷと、巧けするアプリケーション説定やデータの遥巧を帥かく指ミできます。 
ネットワーウ経をでの巧巧だけでねく、移行ファイルに一巧的に巧巧らできます。 


く戻る(昼）1ホへの）>」キャンたル I へルブが」 


図 51.PC から PC への標準移巧の実巧:「移巧方法の選択」ウインドウ 
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9. 「カスタム移行」を選択し、「次へ」をクリックします。「コンピューターの 
選択」ウィンドウが開きます。 


i^Jsystem 

に 


Migration Assistant 


コシビュー々一のま巧 


回固屆 

M 



このコンピューターはソース•コンピューターですか、ターダット•コンピューターですか？遇巧してくだぞい。 

ターザクト]ンピューターの:この]ンピューターへデータと!さちを惭子します。 
r y -ス •] ンピュ-夕-を):この]ンピュータ-からデ-夕と設定を恥)込みます。 

接けのちホをぷ巧してくだな、。 

な PC から PCA を):イ-サネットケ-ブルかネットワ-ク経由で直掉]ンピュ-夕-を掉括し巧巧します。 
广杉巧ファイル (M): 巧巧巧みのおけファイルがまってお巧します。 

ソース •] ンピューターから巧行な業を巧に刷ちしていますか？ 

广 D 燃巡 j 
ぷな貯徽 i 


く戻る暗 1ぷへ伯い]キャンたル J ヘルプお ）I 


図 52. PC から PC への標準移巧の実行:「コンピューターの選が」ウィンドウ 

10. 「夕ーゲット-コンピューター」、 rpc から PC へ」と「はい」を選択しま 

す。「次へ」をクリックします。「ファイヤーウォールを停止してくださ 
い。」ダイアログが開きます。 



図 53. PC から PC への標準移行の実巧:「フアイヤーウォールを停止してください 。」ダイ 
アログ 
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11. ターゲット.コンピューターのすべてのファイヤーウォールを使用不可に設定 
してから、 「0 K 」 をクリックします。「接続の開始」ウインドウが開きます。 


J^lSystem Migration Assist 加 t 



…… 回回 星 

巧 g の巧た 




M 

1 

2 
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6 

1.7 


ミヮ-ドは'パ.コンピュ-夕-でも入力する'必要が肋ます。 


「ホへ」をクリツウしソ-ス •] シビュ-夕- A 房スください。 


く戻るお〉 [ ぷへがい し キサンむレ J A ルプお）」 


図 54. PC から PC への標準移巧の実巧：「接続の開始」ウィンドウ 

12. 「キーワード」 フィールドに、固有のキーワードを40文字な内で入力しま 
す。パスまたは特殊文字は含めないでください。このキーワードがソース•コ 
ンピューターを識別するのに使用されます。 

PC から PC への接続を開始するには、 「 OK 」 をクリックします。「接続」ダ 
イアログが開きます。 




巧控の巧を 


■■■""，因田 






図 55. PC から PC への標準移巧のま行.'「接続 」ダイアログ 
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13. ソース•コンピューターで「次へ」をクリックします。「キーワードの入力」 
ダイアログが開きます。 


な 


3因 凶 


M 


巧装の巧を 






図 56. PC から PC への標準移行のま行.' 「キーワードの乂力」ダイアログ 

14. ターゲット-コンピューターに入力したものと同じキーワードを入力します。 
PC から PC への移行を開始するには、 「0 K 」 をクリックします。「接続」ダ 
イアログが表示されます。 





0 


夕 、ザ ット•： 

1) ターザッ 

2) System 
Migration 



ystem 


3) この]ンピュ-夕-へ戻り、「次 AJ をクリックしてください。 


図 57. PC から PC への標準移巧の実巧:「接続」ダイアログ 
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15. 接続が確立されると、ターゲット•コンピューターに「待機」ダイアログが開 
きます。 



図 58. PC から PC への標準移 f 子のま行： 「待機 J ダイアログ 

16. 接続が確立されると、ソース*コンピューターに「移行オプション」ウィンド 
ウが開きます。移行したい設定とファイルを選択します。標準移行オプション 
について詳しくは、ステップ 113 から 1^2 口 5 ページ)] までを参照してくださ 
い。 

17. 移行する設定とファイルの選択を完了すると、「確認」ダイアログが開きま 
す。 「0 K 」 をクリックします。 
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送巧したファイルの芭置 


1 2 4 5 〇 
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のりをクリックして閲おしてくだミい。 


If …—‘… 0 K . 11 キサンたル J 




おまを)... I 


すべてのチ I ック巧みファイルの合計： 3 MB 


リセットの」 く房るお〉」ぷへ妙 > 1 キャンむレ」ヘルプが）」 


図紙 PC から PC への標準移 f 子の実巧:「確認 」ダイアログ 
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18. 「取り达み中」ダイアログが開きます。 


【!3 


まがしをファイルの巧夏 


ファイル/フ牙 


冷巧 
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m 売了 




1……罕のだ ) [ ……’ i 
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すべてのチ王ツがちみファイルの合計：142 MB 


図 60. PC から PC への標準移巧の ま 巧.' 「取り込み中」ダイアログ 



図 61. PC から PC への標準移行の ま 巧.' 「取り込み中」ダイアログ 
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設定とファイルの取り込みが完了すると、取り达まれたデータはターゲット • 
コンピューターに送信されます。「送信中」ダイアログが開きます。 


な) 


巧巧しをファイルの巧夏 


a 回 因 







〇 



raK 寒停や 


ターゲット • ]ンビューターへデータを送 f 言中です。 
mi ： 

OK 完了 



すべてのチ I ツがちみファイルの合計：142 MB 


図 62. PC から PC への標準移行の実巧: 「送信中 」ダイアログ 

19. ターゲット•コンピューターで「受信中」ダイアログが開き、適用フェーズが 
開始します。 



園化 PC から PC への標準移 f 子のま行： 「受信中」ダイアログ 

移行ファイルがパスワードで保護されている場合は、パスワードの入力を要ホ 
されます。 
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SMA は、移行ファイルをターゲット.コンピューターにコピーしてから、適用 
します。移斤する設定とファイルの数によっては、この操作に数分かかること 
があります。 

20. ターゲット•コンピューターがデータを受信するとすぐに、「適用中」ダイア 
ログが開きます。 



図 64. PC から PC への標準移巧の実行.'「適用中 J ダイアログ 







〇 


デー如を d 


カイルを通用中です。しばら化待ちくだか。 


85% 完了 




[:..ぞ例化…….|| 


図が. PC から PC への標準移行の実行:「適用中」ダイアログ 
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21. 移行ファイルの適用後、両方のコンピューターで「移行サマリー」ウインドウ 
が開きます。 



図 66. PC から PC への標準移行のま巧.' 「移行サマリー 」ウィンドウ 

SMA を終了するには、 「完了」 をクリックします。 

22. 要約またはレポート•ファイルを別のディレクトリーに保管するには、かのよ 
うにします。 

a . 「要約」または「レポート」をクリックします。 

b . 「別名保管...」 をクリックします。「名前を付けて保存」ウィンドウが開き 
ます。 

C . 「保存する場所」 フィールドで、ファイルを保存したいディレクトリーにナ 
ビゲートします。 

d . 「ファイル名」 フィールドに、ファイルの記述名を入力します。 

e . 「保存」 をクリックします。 

23. ソース•コンピューターで「完了」をクリックします。 

24. ターゲット•コンピューターで「完了」をクリックします。コンピューターを 
再起動するように指示するプロンプトが表示される場合があります。 「0 K 」 を 
クリックすると、即時に再起動します。 



図 67. PC から PC への標準移行の実行:「コンピューターの再起動 J ダイアログ 
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ファイル転送による移行 


SMA を行ファイルの作成 

取り込みフェーズで、ソース•コンピューターにログオンし、移行したい設定とフ 
ァイルが入っている SMA 移行ファイルを作成します。移行ファイルは、次に1つ 
な上のターゲット.コンピューターに適用できます。 

SMA 移行ファイルを作成するには、次のようにします。 

ミ主： 移行を開始する前に、必ずすベてのアプリケーションを閉じてください。 

1. 移行したいオペレーティング•システム•アカウントを使用して、ソース•コ 
ン ピューターに ログオンします。 

2. 「スタート」ぅ「すべてのプログラム」ぅ 「 ThinkVantage 」 ぅ 「System 

Migration Assistant 」 の順にクリックします 。 Think Vantage の 「System 
Migration Assistant J ウィンドウが開きます。 



ystem Migration Assistant 


Migration Assistant 


円 雨 
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あねたのな巧したデ-夕やアプリケ-ション設ミなどを夕-ゲット • 〕ンピュ-ターに巧巧します。 

このウィザードのガイドに巧ってください。 

巧巧な実を胡化するおに、みの巧第を巧ってください。 

K System U[id ぉが ま巧して System Miration Assistant な MA) 方 ; をが!バージョンであることを罹記してくださ 
い 0 

X ターゲット•コンピューターにアブリケーンョンのインストールを巧ってくださし、。 

は: SMA はアブリケーンョンのインストールは'化ません。） 

K MicrosofKRI Windows updates で •コンビュークーホをまか，てくだ•さい。 

X をてのアブリケーンョン巧が了してください。 

これらの巧葉び完了した巧、 r ) ちへ J ぞクリックしてください。 


くたろお」 c :; 夕釉な!;ク:;:;;11 キヤンむレ」ヘルプ城」 


図 68. 標準ファイル転送じよる移 f 了の実ネ了: 「ThinkVantage System Migration Assistant J ウイ 
ンドウ ’ 
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3. 「次へ」をクリックします。「移巧方法の選択」ウインドウが開きます。 


を ^ ISy が em Migration Assistant 
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巧行方ホを涯巧してください。 

广巧為转巧の（巧徵-夕-ザット •] ンピュ-夕-から巧業を問妃します。 

巧易格巧をほった巧巧は、アブリケーション設定やデータの格巧をイーサネットケーカレで巧うことができます。 
ソ-ス •] ンビュ-夕-から巧業を胡おした巧合はカスタム移巧を遽巧にください。 


な 獻邸附解 
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图做. 標準ファイル転送による移巧の実巧:「移行方法の選択 J ウインドウ 

4. 「カスタム移行」を選択し、「次へ」をクリックします。「コンピューターの 
選択」ウィンドウが開きます。 


を WSy が em Mi が at ion Assistant 

巧 回 

国 

コンビューターの 巧巧 

M 



10 3 4 5 6 

この〕ンピュ-夕-はソ-スつンビュ-夕-ですか、夕-ザット•〕ンピュ-夕-ですか？进おしてください。 

广夕-ザット •] シピュ-夕-の:この]ンピュ-夕-へデ-夕と設ミを税子します。 

R y - ス’ ] ンむ-》-运):この]ンピ: L - 夕-からデ-夕と設定を巧り込みます。 

巧巧のホぶをぷ巧してください。 

广 PC から PCA (り:イーサネット•ケ—力咖ネットワ-クをおでを巧]ンビュ-々一を巧結し格巧は才。 
C 徽お巧 ' K 邸带巧'芳イ厢ミデ'3班設爱をな'挥巧'3をで々3巧'円死王 z を q ' ご选用踩お 


<戻る(巨 ） r '々へ ( N )> I キサン垃レ I ヘル ブか 〉I 

図7り. 標準ファイル転送じよる移行の実行.’「コンピューターの選が J ウインドウ 

5. 「ソ ース•コンピューター」 および「移行 ファイル」 を選択します。 
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6. 「次へ」 をクリックします。 

7. 移行したい設定とファイルを選択します。標準移行オプションについて詳しく 
は、 [16 ページの 『PC から PC への移む』 の ステップ じ3 (25 ページ] から 
40 口 4 ページ] までを参照してください。 「次へ」 をクリックします。 

8. 「パスワード保護」ダイアログが開きます。 



図 71. 標準ファイル転送による移行の実斤.’「バスワード保護 J ダイアログ 

SMA 移行ファイルをパスワードで保護するには、义の手順を実行します。 

a . ダイアログの最下部で「パスワードで保護する」チェック•ボックスを選択 
します。 

b . 「パスワードの入力」 フィールドにパスワードを入力します。パスワードの 
長さは 6 文字から 16 文字までとし、先頭または末尾に数字を指定するこ 
とはできず、同一文字を連続して指定することもできません。 

C . 「パスワードの 確認」フィールドにパスワードを 再 入力します。 

夕:のステップに進むために 「 OK 」 をクリックします。 「キャン七ル」 をクリッ 
クした場合は、ステップ 0 に戻ります。 
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9. 「名前を付けて保存」ダイアログが開きます。 



図 72. 標準ファイル転送による移巧の実巧.'「名前をなけて保存 」ダイアログ 

10. 「保存する場所」 フィールドで、移行ファイルを保存したいディレクトリーに 
ナビゲートします。 「ファイル名」 フィールドに、移行ファイルの名前を入力 
します。その後、 「保存」 をクリックします。 

ミ主： t/:¥_SMA directory は選択しないでください。ここで、 d : は SMA がイン 
ストールされているドライブです。この デイ レクトリーは SMA が使用す 
る一時フォルダーです。 
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11. 「取り达み中」ダイアログが開きます。 


【!3 


まがしをファイルの巧夏 


ファイル/フ牙 


冷巧 


a 回 因 


2 4 5 

〇 



1聊郎や 

, 

国 

i さちを巧りをんでいます。しばらくわ待ちくたさい。 



• 

〇〇 


m 売了 




1……罕のだ ) [ ……’ i 

1 



すべてのチ王ツがちみファイルの合計：142 MB 


図な 標準ファイル転送による移行の実行.'「取り込み中」ダイアログ 



図 74. 標準ファイル転送による移行の実行.'「取り込み中 J ダイアログ 
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次に、「保存」ダイアログが開きます。 



图 75. 標準ファイル転送による移巧のまだ.' 「保を 」ダイアログ 

SMA は、設定とファイルを移行ファイルにコピーします。移行する設定とファ 
イルの数によっては、この操作に数分かかることがあります。 

12. 移行ファイルの作成後、「移行サマリー」ウィンドウが開きます。 


System Migration Assistant 


を巧サマリー 


1 2 

移け巧まげが了しました。 
f ? 里挑ぶ 

則を巧管を)… 


曰回屋 

M 


〇 


广レポートお） 

I |C：¥ ド rogra m 卜 I Fes¥Th inkVantage¥SM A¥sum mary. log 


巧りをみは正谢こが了しました。 




」ヘルプ(ぶ J 


図 76. 標準ファイル転送による移行の実行:「移行サマリー」ウィンドウ 

13. 要約またはレポート-ファイルをウィンドウで指定されたディレクトリーとは 
別のディレクトリーに保管するには、次のようにします。 
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a . 「要約」または「レポート」をクリックします。 

b . 「別名保管...」 をクリックします。「名前を付けて保存」ウィンドウが開き 
ます。 

C . 「保巧する場所」 フィールドで、ファイルを保巧したいディレクトリーにナ 
ビゲートします。 

d . 「ファイル名」 フィールドに、ファイルの記述名を入力します。 

e . 「保存」 をクリックします。 

14. ソース•コンピューターで「完了」をクリックします。 

SMA 移行ファイルの適用 

ミ主：移行ファイルにドメイン設定が含まれている場合は、ターゲット.コンピュー 

ターに新規のオペレーティング‘システム‘アカウントを作成してから移行フ 

ァイルを適用してください。 

SMA 移行ファイルをターゲット-コンピューターに適用するには、かのようにしま 

す。 

し移行ファイルを作成するときに使用したオペレーティング‘システム‘アカウ 

ントと同じアカウントを使用して、ターゲット.コンピューターにログオンし 

ます。 

ミ主： 

a . ソース.コンピューターでマルチ.ユーザー.アカウントを取り达む場合 
は、移行ファイルを取り外し可能メディアから、またはネットワーク•ドラ 
イブから ローカルのハード - ディスクにコピーします。そうしなければ、 
SMA はユーザー-アカウント設定を正しく移行できません。 

b . ターゲット.コンピューターへのログオン時に使用するオペレーティング • 
システム-アカウントがソース-コンピューターで使用したものと異なって 
いると、アプリケーション固有の一部のユーザー設定が適用されない場合が 
あります。 

2. 「スタート」ぅ 「すべてのプログラム」 ぅ 「 ThinkVantage 」 ぅ 「System 

Migration Assistant 」 の順にクリックします 。 ThinkVantage の 「System 

Migration Assistant 」 ウインドウが開きます。 
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3. 「次へ」をクリックします。「移行方法の選択」ウィンドウが開きます。 


System higration Assistant 


巧巧方まのさ巧 



〇 2 3 4 5 6 

移行方;'去を遥巧してください。 

广巧易な巧の（推徵-夕-ザット •] ンピュ-ターから巧実を問妃します。 

巧易格巧をほった巧行は、アプリケ-ション試ちやデ-夕の掉巧をイ-サネットケ-ブルで巧うことができます。 
ソース •] ンピュ-ターから巧差を聞おした場合はカスタムおけを涅巧しヴだミい。 


が嚴错雖帮0 

カスタム巧'行を迭ぶと、お巧するアプリケーション設ミやデー々の遇折を帥かくちミできます。 
ネットワーク経をでのな巧だけでなく、お巧ファイルに一巧のに巧ならできます。 


で7 


く房るを ）1 诚へ ( が > I キャンたル I ヘルプお ） J 


図 77. 標準ファイル転送による移行の実行:「移行方法の選択」ウィンドウ 

4. 「カスタム移行」を選択し、「次へ」をクリックします。「コンピューターの 
選択」ウインドウが開きます。 


♦^Sycte m Mi が at ion Assistant 


コンビューターの巧巧 


曰 回国 

M 


10 3 4 5 6 

この]ンピュータ-はソース •] ンビュ-ターですか、夕-ヴット•工/ビュ-ターですか？进巧してくだぞい。 

タタ-ヴット ‘コンビュ- 夕-の:この] ンピュ -夕-/\デ-夕と設定を怯巧します。 

广リース.]ンピュートを);このコンピューターからデー贴綻を込みます。 

砖巧の方;'去を迸巧してください。 

广 PC から PC へを):イ-サネットケ-ブルかネットワ-ク経由で直掉]ンピュ-夕-を掉简し巧巧します。 
巧 殺巧ラ罚化巧端觀巧鞍巧う罚化を保なお巧诚恥！ 


く戻る(昼）Iぶへ妙> J キャンたル」ヘルブが〉」 


図 78. 標準ファイル転送による移巧の実巧:「コンピューターの選択」ウインドウ 
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5. 「夕ーゲット•コンピユーター」 および 「移行ファイル」 を選択します。 「次 

へ」をクリックします。「ファイルを開く」ダイアログが開きます。 



図 79. 標準ファイル転送による移行の実行:「ファイルを開く 」ウィンドウ 

6. 「ファイルの 場所」フィールドで、移行ファイルを開くフォルダーにナビゲー 
卜します。 「ファイル名」 フィールドに、移行ファイルの名前を入力します。 
その後、 「開く」 をクリックします。 

7. 移行ファイルがパスワードで保護されている場合は、パスワードの入力を要ホ 
されます。 

8. 適用したい設定とファイルを選択します。標準移行オプションについて詳しく 
は、 」16 ページの 『 PC から PC への 移行』 お ステップ 1^23 (25 ページ)] から 
40 口 4 ページ)! までを参照してください。 
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9. 「適用中」ダイアログが開きます。 「0 K 」 をクリックします。 



図 80. 標準ファイル転送じよる移行の実行.’「適用中 」ダイアログ 
10. 「適用中」ダイアログが開きます。 



図 81. 標準ファイル転送じよる移行の実行.’「適用中 」ダイアログ 
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図の. 標準ファイル転送による移行の実行.'「適用中 」ダイアログ 

SMA は、移行ファイルをターゲット-コンピューターにコピーします。コピー 
する設定と ファイルの 数によっては、 コピー 操作に数分かかる こ とが ありま 
す。 


重要：「キャンセル」 をクリックして コピー •プロセスを停止することができ 
ます。ただし、 SMA じよる移行処理中のすべての未完了設定も含め、 「キャン 
セル」 をクリックする前に完了したすべての変更が適用されます。適用された 
設定によっては、オペレーティング•システムが不巧定になったり、失敗した 
りすることがあります。 
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11. 移むファイルの適用後、ターゲット•コンピューターに「移むサマリー」ウイ 
ンドウが開きます。 


B^ystem Migration Assist 加 t 


曰回囚 

巧巧が?リー 


林 

1 2 

巧巧な実が 巧 了しました。 

要が(山 

4 6 

广レポートお） 

〇 

目 IJ るな管を)—. 

I |C：¥Program FilesMThinkVantageMSMAMsummary.log 



巧巧は正稱こが了しました。 


fi .7 n..l . i|I ヘルプ 


図が.標準ファイル転送による移行の実行:「移行サマリー」ウィンドウ 

SMA を終了するには、「完了」をクリックします。要約またはレポート•ファ 
イルを別のディレクトリーに保管する場合は、义の手順を実行してその要約ま 
たはレポート-ファイルを保管できます。 

a . 「要約」または「レポート」をクリックします。 

b . 「別名保管...」 をクリックします。「名前を付けて保存」ウィンドウが開き 
ます。 

C. 「保巧する場所」 フィールドで、ファイルを保巧したいディレクトリーにナ 
ビゲートします。 

d . 「ファイル名」 フィールドに、ファイルの記述名を入力します。 

e . 「保存」 をクリックします。 

12. 「完了」をクリックします。コンピューターを再起動するように指示するプロ 
ンプトが表示される場合があります。 

13. コンピューターを即時に再起動する場合は、 roKj をクリックします。 


^ystem Migration Assistani 


をてのま:更をち細こするためじは巧臣旣がぶ要です。いますく"巧起旣しますか？ 


[ … mw ) … いいえ ( N ) 」 


図 84. 標準ファイル転送による移行の実行.'「コンピューターの再起動」ウインドウ 
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第 4 章拡張管理トピック - GUI のカスタマイズ 

GUI は構成ファイル config.ini け K のディ レクトリーにあります）を変更することに 
より、カスタマイズ可能です。 
c/:¥Program Fi 1 es¥Thi nkVantage¥SMA 

ここで、 d は、ハード•ディスク-ドライブのドライブ名です。 

構成ファイルには次の特性があります。 

• セミコロン「;」の後に続くテキストはコメントとして扱われます。セミコロンは 
テキストの先頭に置く必要があり、他の文字がそれより前にあることは許されま 
せん。 

-このファイルのテキストは大/小文字の区別はされません。 

案 に、 config.ini で制御される GUI コンポーネントの説明を記載します。 


去え 


config.ini のセクション名 

GUI のウィンドウ•タイトル 

ウィンドウの説明 

Splash_page 


SMA を開始したときじ表示されるス 
プラッシュ画面 

Welcome_Page 

System Migration Assistant 

ようこそページ 

Begin_Page 

移行方法の選択 

移行方法の選択-標準またはカスタ 
ム 

TopOptions_Page 

コンピューターの選択 

コンピューターの選択-ソースまた 
はターゲット。 

移巧タイプの選択 - PC から PC ま 
たはファイル。 

移行タイプの選択-ターゲット主導 
またはソース主導。 

MigOptions_Page 

移行項目の選択 

取り込む項目の選択 

Profile_Page 

移行項目の選択 

移斤するユーザー.プロファイルの選 
択 

Desktop_Page 

移行項目の選択 

移行するデスクトップ項目の選択 

Applications_Page 

移行項目の選択 

移行するアプリケーション設定の選択 

Network-Page 

移行項目の選択 

移斤するネットワーク設定の選択 

Printers_Page 

移行項目の選択 

移行するプリンターの選択 

Selection_Page 

選択したファイルの確認 

移行するファイルとフォルダーの選択 

InstallMethod_Page 

インストール方法の選択 

ソース-コンピューターに SMA を 
インストールするために使用するネッ 
トワーク、あるいは取り外し可能スト 
レージ.デバイスの選択 

P2P_Logon_Page 

接続の開始 

ログオン名とパスワードを入力するた 
めのビュー 


◎ Lenovo 2006. Portions © IBM Corp. 2006. 


67 




















まえ f 続を 


config . ini のセクション名 

GUI のウィンドウ•タイトル 

ウィンドウの説明 

P 2 P _ Auto _ SRC_Page 

接続の開始 

ターゲット主導じよる移行において、 
接続が確立されるときじソース-コン 
ピューターじ表示される最初のバック 
グラウンド*ビュー 

P 2 P _ Manual _ TGT_Page 

接続の開始 

夕ーゲッ ト 主導じよる PC から PC 
への移行において、追加オプションと 
して 「マニュアル J が選択されたとき 
に 「夕ーゲット.コンピューター」 じ 
表示されるガイド-ビュー 

P 2 P _ Manual _ SRC_Page 

接続の開始 

夕ーゲット主導じよる PC から PC 
への移行において、追加オプションと 
して 「マニュアル J が選択されたとき 
に「ソ ース.コンピューター 」じ表示 
されるガイド-ビュー 

P 2 P_S ourcein し Page 

接続の開始 

ソース主導による PC から PC への 
移巧にせいて、 「ソース.コンビュー 
夕一」 に表示されるガイド-ビュー 

P 2 P _ Keyword_Page 

接続の開始 

ソース主導じよる PC から PC への 
移行じおいて、ターゲット•コンピュ 
一夕一に表示されるキーワードを入力 
するためのビュー 

Receive _ Data_Page 

データの受信 

PC から PC への移 巧 じおいて、ター 
ゲット*コンピューターが ソース •コ 
ンピューターからのデータ受信を待機 
している間に表示されるバックグラウ 
ンド-ビュー 

Log-Page 

移行サマリー 

移行の要約のビュー 


config . ini のカスタマイズは、表4で説明されているそれぞれの変数の値を変更する 
ことにより行うことができます。 


を 4. config . ini のを数のカスタマイズ 


変数 

値 

デフオルト 

説明 

Configuration _ rile _ Show _ 

Configuration—Messages 

「 Yes 」 または 
「 No 」 

No 

SMA が config . ini ファイルを 
解釈するときにエラー-メッセ 
ージを表示するかどうかを指定 
します。 
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表ん config . ini の変歎のカスタマイズ（観き) 


変数 

値 

デフオルト 

説明 

Impoi . し Command-tile 

完全修飾ファイ 
ル名 

uU し Defaui し Commands.xml 

コマンド.ファイルの名前とパ 
スを指定します。デフォルトの 
取り込み選択項目のうち、パス 
ワード保護の設定を除くすべて 
の項目をコマンド-ファイルで 
カスタマイズできます。デフォ 
ルトで移行ファイルがパスワー 
ドによって保護されるようじす 
るには、 

じ nable _ Password_protection を 
config . ini の中で 「 Yes 」 に設定 
してください。 

Impor し Command _ tile _ 
ro し Apply 

完全修飾ファイ 
ルる 

uU し Defaul し Commands _ 
Apply.xml 

コマンド.ファイルのる前とパ 
スを指定します。デフォルトの 
適用選択項目のうち、パスワー 
ド保護の設定を除くすべての項 
目をコマンド-ファイルでカス 
タマイズできます。 

じ xpor し Command - 卜 lie 

完全修飾ファイ 
ル名 

インストールしたディレクトリ 
一 脚 tc ¥ data ¥ commands.xml 

コマンド.ファイルの名前とパ 
スを指定します。 

Just _ Create _ Command_tile 

「 Yes 」 または 
「 N 0」 

No 

移行ファイルを作成するかどう 
かを指定します。移行ファイル 
を作成せずにコマンド•ファイ 
ル • テンプレートを作成するに 
杠、 Just _ Create _ Command_File 
を 「 Yes 」 に設定します。これ 
じよって、コマンド-ファイル 
が Export _ Command_File の指定 
どおりに生成されます。 

Enable _4 GFat 32 _warning 

「 Yes 」 または 
「 N 0」 

Yes 

移巧ファイルが4 GB より大き 
い場合は、 「 Yes 」 じ設定し 
て、移行ファイルが FAT 32 区 
画に書き込めないことをユーザ 
一に警告します。 

Show _ Previous _ File _ 

Selection—Dialog 

「 Yes 」 または 
「 N 0」 

Yes 

SMA が前に選択済みファイル 
を選択するかどうかを尋ねるよ 
うにするには、 「 Yes 」 じ設定 
します。 

Show _ P 2 P_Messagebox 

「 Yes 」 または 
「 N 0」 

Yes 

PC から PC への移巧の間、キ 
ー ワード. ダイァログと接続中 
ダイアログを表示させるときは 
「 Yes 」 じ設定します。 

Show _ Start _ Processing _ 

Dialog 

「 Yes 」 または 
「 N 0」 

Yes 

SMA 移行ファイルからの設定 
を作成または適用するプロセス 
を開始するためのプロンプトを 
表示させるときは、 「 Yes 」 に 
設定します。 
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表 4. config . ini のを数のカスタマイズ（観き) 


変数 

値 

デフオルト 

説明 

Show_Reboo し Dialog 

「 Yes 」 または 
「 No 」 

Yes 

適用フェーズで、コンピュータ 
一を再起動するプロンプトを表 
示させたいときは、 「 Yes 」 じ 
設定します。「 N 0」じ設定する 
と、 SMA はコンピューターを 
再起動しません。 

Show_Al し Progressbar — 

Dialogs 

「 Yes 」 または 
「 No 」 

Yes 

「 Yes 」 じ設定すると、 K 下の 
進行状況表示パー-ダイアログ 
が表示されます。 

• Scanning files and folders 

• Building riles and rolders tree 

• Capturing/Applying settings 

• Capturing/Applymg files 

• Saving migration files 

• Sending data 

• Waiting to receive data 

• Receiving data 

• Extracting .SMA file 

Show_Al し Warning-Dialogs 

「 Yes 」 または 
「 No 」 

Yes 

すべてのアプリケーションを夕 
—ゲット.コンピューターにイ 
ンス1'ールすることへのリマイ 
ンダー、フアイヤーウォールを 
使用不可に設定するダイアロ 
グ、せよび新規フォルダーを作 
成することへのリマインダーを 
含む、すべての警告メッセージ 
を表示させるときは、ここを 
「 Yes 」 に設定します。 

Enable _ Password _ 

Protection 

「 Yes 」 または 
「 No 」 

Yes 

パスワード保護のチェック•ボ 
ックスを使用可能じ設定すると 
きは、 「 Yes 」 じ設定します。 

このオプションは、ソース•コ 
ンピューターのみに適用できま 
す。 


• ページ表示オプション 


変数 

値 

デフォルト値 

説明 


: ipecijic P 幻 ge _ Show_Page 
「 Yes 」 または 「 No 」 

Yes 

SMA の実行時に指定したウィンドウが開かないようじするには、こ 
の変数を「 N 0」じ設定します。それ K 外の場合は、この変数を 
「 Yes 」 じ設定するか、何も指定しないでおきます。ウィンドウが表 
示されない場合、 SMA はインポートされたコマンド-ファイルじ指 
定されているデフォルト設定の取り込みまたは適用を行います。 
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ミ主： Show _ Al し Progressba し Dialogs を 「 No 」 に設定すると、 SMA はデスクトップ 
設定カテゴリーのタスクバー設定を除く、すべてのデータと設定を移行でき 


ます。 


• ウィンドウ‘ 

• タイトルのオプション 

変数 

値 

デフォルト値 

説明 

specific 幻各 e—ritle 
代替テキスト 

Svstem Migration Assistant 

この変数では、ウィンドウ-タイトルとして表示される代替テキス 
卜を指定します。 

• ガイダンス1 

• テキストのオプション 

変数 

値 

デフォルト値 

説明 

Specific P 。 が - Gmdance—Text 
代替テキスト 
各ビューの参照 

この変数では、ガイダンス•テキストとして表示される代替テキス 
卜を指定します。 


-スプラッシュ表示させるページのオプション 


変数 

値 

デフォルト値 

説明 

Splash _ Page _ Display_lime 

Number け ec ) 

2 

この変数では、スプラッシュ画面が表示される時間を秒数で指定し 
ます。使用したい場合は、 Splash _ Page _ Show _ Page を 「 Yes 」 じ設定 
します。 


-開始ページのオプション 


変数 

値 

デフォルト値 

説明 

Begm_Pa が _ Choice_Type 

Typical また(ま Custom 
なし 

この変数は移行タイプが標準かカスタムかを指定します。 


• TopOptions ページのオプション 


変数 

値 

デフォルト値 

説明 

i ， opOptions _ Page _ Choice_Mode 

Source よた:は Target 
なし 

この変数は移行モードを指定します。 

変数 

値 

デフォルト値 

説明 

i ， opOptions _ Page _ Choice_TransferMode 

PC to PC または File Transfer 
なし 

この 変数は移行方法を指定します。取り込んだファイルと設定を直 
接ターゲット*コンピューターじ送るじは、 この 変数を PC to PC 
じ設定します。取り外し可能ストレージ-デバイスを使用してファ 
イルと設定をコピーするには、 この 変数を File Transfer じ設定しま 
す。 

変数 

i ， opOptions _ Page _ Target _ Initiated_Migration 
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値 

デフォルト値 

説明 

「 Yes 」 または 「 No 」 

なし 

すでじ TopOptions _ Page _ Choice _ Mode が Target じ設定されている 
場合は 、 Target Initiated Migration を指定できます。この変数を 
「 Yes 」 じ設定すると、 SMA がソース*コンピューターで開始され 
ていない場合に、ターゲット主導じよる移行を選択することができ 
ます。 


• インストール方法ページのオプシヨ 


変数 

値 

SpeciricPage _ Choice_xxxx 

Display または Hide 

Enable または Disable 

デフォルト値 

説明 

Checked または unchecked (このオプシヨンは Migration Options ぺ 
ージ専用です） 

Display 、 Enable 、 および Checked 

これらの変数は、 R 下のページ上の移行選択の構成を指定します。 

• Migration Options 

• User Profile 

• Desktop settings 

• Network settings 

• Application settings 

• Printers 


• Applications ページのオプション 


変数 

値 

デフォルト値 

説明 

Appiicaiions _ Page _ Show _ Registry_Button 
「 Yes 」 または 「 No 」 

No 

この変数はアプリケーション-ファイルの Registry ボタンの表示方 
法を指定します。 


• Files and Folders ページのオプション 


変数 

値 

デフォルト値 

説明 

Selection _ Page _ File_Quota 
数値 （ MB ) 

なし 

この変数は、取り込むことができる解凍データの最大量を指定しま 
す ( MB 単位)。 

変数 

値 

デフォルト値 

説明 

Selection _ Page _ File _ Waming_Message 
代替メッセージ 
なし 

この変数は、特定の拡張子を持つ移行ファイルが選択されたときじ 
表示される、代替警告/ッセージを指定します。 

変数 

値 

デフォルト値 

Selection _ Page _ File _ Waming_Extensions 

ファイル拡張子 
なし 
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説明 


この変数は、特定の拡張子を持つ移行ファイルを選択したときに警 
告イッセージが出るようじする場合に、そのファイル拡張子を指定 
します。それぞれの拡張子は、別々の行に指定しなければなりませ 
ん。たとえば、次のとおりです。 

[Selection Page Warning Extensions >tart] 

exe 

com 

dll 

[Sel ection_Page_Warni ng_Extensions_End] 
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付録 A . 移行可能なアプリケーション設定 

この付録では、 SMA で移行できるアプリケーションと設定をリストしています。才 
ペレーテイング-システム、移行シナリオ、およびソース-マシンとターゲット- 
マシンのアプリケーション- バージョンの違いなどによって、異なる結果が生じる 
可能性があります。ユーザー設定を含むファイルをデフォルト-フォルダーな外の 
場所に保存すると、アプリケーション設定が正しく移行されない場合があります。 
こうした場合、最初にご使用の環境に従ってアプリケーション-ファイルを編集 
し、その後にアプリケーション設定を移斤するようにしてください。 

ソース PC とターゲット PC に違うバージョンのアプリケーションがインストール 
されている場合は、ターゲット PC のバージョンの方が新しいことが必要です。 


表 S ' 移行可能なアプリケーション設定 


アプリケーション 

設定 

ミ 主記 

ihitiKVantage Access 

Connections バ ー ジョン 3.x お 
よび 4.x 

ロケーシヨン•プロファイル 


ihitiKVantage Client Security 
Solution バージョン 7.0 

• パスフレーズおよび Windows ログ 

オン.パスワード 

システム - ドライブの Private Disk ファイルだけが移行で 
きます。 


• Policy Manager の設定 

• パスワード•マネージヤー 

- パスワード•マネージヤーの項目 

- 言受定 

Private Disk がマウントされていると SMA を使用した移 
巧は実斤できません。移斤を始める前にすベての Private 
Disks をアンマウントしてください 。 Private Disk のアン 
マウント方法じついては 、 ThinkVantage Client Security 
Solution のヘルプを参照してください。 


• Private Disk 

- Private Disk ボリューム 

- Private Disk の設定 

巧 ‘ ーゲット . コンピュー 巧 '一へのログオンじ使用したユー 
ザー名がソース*コンピューターへのログオンじ使用した 
ものと異なる場合 、 Private Disk は正しく移巧されませ 
ん。 

ThinkVantage Rescue and 
Recovery v.1.0 、 2.0 、 3.0 、 およ 
び 3.1 

• バックアップじ組み込まれる、また 
は除外されるファイルのリスト 

• バックアップ•スケジュール 


ThinkVantage System Update 

Update のスケジュ^—ル 


Adobe Acrobat Reader 5.0 およ 
ひ . Adobe Acrobat Reader 

6.0 、 7.0 

-アクセシビリティ 

-注釈 

-ユーザー情報 

• フルスクリーン-モード 

• ァップデート 

• Web Buy 

Adobe Acrobat Reader 5.0 から Adobe Reader 6.0 または 
7.0 じ移巧する場合、一部のアプリケーション設定が移行 
できません。 

AT&T Network Client 5.0 

-一般 



-拡張電話設定 



◎ Lenovo 2006. Portions © IBM Corp. 2006. 
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表 s ' 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

ミ主記 

IBM Global Network ® Dialer 

-アクセス 


4.0 

-外観 


Windows 200日 Professional ま 

-プログラム 


たは Windows 2000 Server で 
稼働する夕ーゲット*コンピュ 

-ブラウザー 


一夕一のみをサポートします。 

• メール 



• ニュース 



• サーバー 


Lotus Notes 八—ンヨン 

• デスクトップ 

まなるパージョン間で移行する場合、一部のアプリケーシ 

4. X 、5. X , 6. X 、 および 7 .X 

•ID ファイル 

ョン設定が移行できません。 


• INI ファイル 



-アドレス帳 



• データベース 



-辞書 


Lotus Or 呂 anizer ⑥パ'—ジヨン 

• To Do プリファレンス 

Lotus アプリケーションは、すべてのアプリケーションが 

6.0 

-環境 

同じデイレクトリーにインストールされている場合に限り 
移 f 子することができます。 Lotus Notes は例外です。 


-アラーム 

-祝日の設定 

• 記念日 

良ぃ例： 

C:¥Lotu 弹123¥ 

C :¥ Lotus ¥ Wordpro ¥ 

C 审 Lotus ¥ Orgamzer ¥ 

悪い例： C :¥ Lotus ¥123¥ 

C:¥Program files ¥ Wordpro ¥ 

。:お Lotus が) rganize が 
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ま 5. 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

ミ化ホ 
日文た 

ミ 主記 

Lotus SmartSuite ® for Windows 
バージョン 9.7 および 9.8 

. アプローチ 

- 設ぉ 

-表示 

-一般 

-表示 

• ナビゲーション 

• Freelance Graphics ® 

-設定 

-ビュー 

• Lotus 1-2-3® 

- 設ぉ 

-一般 

-新規ワークブック*デフォル 
卜 

-再計算 

-互換メニュー 

-ビュー 

• Word Pro 

- 設ぉ 

-一般 

-ファイル指定 

-個人情報 

-オプション 

• SmartCenter 

フォルダー-オプション（カラーお 
よびアイコン） 

Lotus アプリケーションは、すべてのアプリケーションが 
同じデイレクトリーにインストールされている場合に限り 
移斤することができます。 Lotus Notes は例外です。 

良い例： C :¥ Lotus ¥123¥ 

C :¥ Lotus ¥ Wordpro ¥ 

し :¥ Lotus ¥ Organizer ¥ 

悪い例： C :¥ Lotus ¥123¥ 

C : 单 Program files ¥ Wordpro ¥ 

~ _れません。 

McAfee VirusScan 7.0 

-検出 

• システム•スキャン/アクション 

-システム•スキャン/レポート 

-システム•スキャン/除外 

• E イール*スキャン/検出 

• E メール-スキャン/アクション 

• E メール-スキャン/アラート 

• E メ'ール*スキャン/レポート 

-スクリプト-ストッパー 

McAfee VirusScan バージョン 7.0 からバージョン 8.0 へ 
の移巧はサポートされていません。 

McAfee VirusScan 8.0 

• VirusScan オプション 

• ActiveShield 

-E メール*スキャン 

— ScnptStopper 

— WormStopper 

• ウィルス*マップ*レポート 

-スケジュール*スキャン 
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表 s ' 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

ミ 主記 

M に rosoft Access ノ、 ー ンヨン 

2000、2003、および XP 

• ツールバー 

-オプション 

-ビュー 

-一般 

-檢索 

• キーボ^ー ド 

• テータ*シート 

-レポート作成 

-拡張オプション 

-照会 


M に rosoft Internet Explorer /、 一 
ジョン5.0、5.5、および 6.0 

-お気に入り 

• 表示 

-オプション 

-アクセシビリティ 


Microsoft NetMeeting パ' ー ンヨ 
ン 2 .X および 3 .X 

-ビュー 

-一般 

-呼び出し 

-拡張呼び出しオプション 

-セキュリティー 


Microsoft Office バージョン 

97、 2000、 2003、および XP 
( Excel 、 PowerPoint 、 および 
Word ) 

• ツールバー 

• オプション 

• テンフレート 

-保管オプション 

-ユーザー情報（ツール-オプション 
の下） 

ソース*コンピューターの Microsoft Office のバージョン 
がターゲット.コンピューターのバージョンと異なる攝 
合、 Word および PowerPoint アプリケーションのツ'ールバ 
一とテンプレートの設定は移行されません。 

「オプション」設定の「互換性」の設定は移斤されませ 
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ま 5. 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーシヨン 

ミ化ホ 
日文た 

ミ 主記 

Microsoft Outlook バージヨン 

98、2000、2003、および XP 

• フォルダ^— 

• PST ファイル（タール•ファイル） 

• ショートカット 

• ツールバー 

-ビュー 

• カスタマイズ*オプション 

-アドレス帳 

-アカウント 

• 設定 化 メール*オプション 

-トラッキング•オプション 

• カレンダー-オプション 

• メール*デリバリー 

-リソース•スケジューリング 

Microsoft Outlook と Internet Explorer は同時じ移 fx してく 
ださい 。 Microsoft Outlook と Microsoft Outlook Express 
は同時に移斤できません。 

Microsoft Outlook が Windows 98または NT 4.0 から 
Windows 2000または Windows XP じ移巧された場合、ま 
たは夕 ■ ーゲット*コンピュ ■ 一夕一へのログオンじ使用した 
ユ'ーザ'—名がソース*コンピュー タ ’一へのログオンじ使用 
したものと異なる場合、ホの操作を巧ってから、ターゲッ 
卜-コンピューターで Microsoft Outlook を始動してくだ 
さぃ。 

1. 「コントロールパネル」を開きます。 

2. 「フォルダオプション」をダブルクリックします。 

3. 「表示」タブを選択します。 

4. 「すべてのファイルとフォルダを表示する」を選がし 
ます。 

5. 「 OK 」 をクリックし、ホに「フォルダオプション」 
ウィンドウを閉じます。 

6. 「コントロールパネル」で「メール」をダブルクリ 
ックします。 

7. 「データ•ファイル..」をクリックします。 

8. 「設定..」をクリックします。 

9. 「〇 山100 k . pst が無効です ..... J イッセージが表示される 
場合は、 0 K をクリックします。 

10. 次のデイレクトリーに進みます。 

C:¥Documents and Settings ¥% USERNAME %¥ 

Local Settings¥Application Data ¥ Microsoft¥Outlook 
と進み、 Outlook . pst を選択します。 

(% USERNAME % は、ログオンじ使用しているユーザ 
一*アカウント名です。） 

11. 「イールのセットアップ」を閉じます。 

12. Microsoft Outlook を始動します。 

ターゲット. コンピューターで Microsoft Outlook を始動 
する前じこの手順を完了していない場合は 、 Microsoft 
Microsoft Outlook を移行し直し、あらためてこの手順を実 
巧しなければならなくなります。 
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表 s ' 移斤可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

ミ 主記 

M に rosoft Outlook じ xpress ノ、' 一 
ジョン 5. X および 6 .X 

-一般 

• ィールお信フォ^ーマット 

• ニュース送信フォーマット 

-送信 

-読み取り 

-セキュリティー 

-拡張オプション 

-アドレス帳 

Microsoft Outlook Express と Internet Explorer は同時じ移 
巧してください 。 Microsoft Outlook と Microsoft Outlook 
Express は同時じ移 f 了できません。 

アドレス帳が移斤されなかった場合は、みのようじしま 
す。 

し 「コントロールパネル」を開きます。 

2. 「フォルダオプション」をダブルクリックします。 

3. 「表示」タブを選択します。 

4. 「すべてのファイルとフォルダを表示する」を選がし 
ます。 

5. 「0 K 」 をクリックします。次に「フォルダオプショ 
ン」ウインドウを閉じます。 

6. Microsoft Outlook Express 5. x /6 .x を始動します。 

7. メニュー.バーで「ファイル」を選択します。 

8. 「インポート」を選択します。次に「アドレス帳」を 
選択します。 

9. 「アドレス帳」ファイル (*. wab ) をみのように指定し 
ます。 

C:¥Documents and 

Settings ¥% USERNAME%¥Application 

Data ¥ Microsoft¥address 

book ¥% SOURCEUSERNAME%.wab 
(% SOURCEUSERNAME % は、ソース-コンピュータ 
一へのログオンじ使用しているユーザ'一 * アカウント 
名です。） 

10. 「イッセージのインポート」ウインドウを閉じます。 

アドレス帳のフォルダーは移行されません。これは 

Outlook Express の制約事項です。詳しくは、 
http :// suDpoi 1. microsoft . com / default . aspx ? scid = kb ; en - us ;268 / lo 
を参照してください。 

Microsoft Project バージヨン 

98、2000、および20胞 

• ツールバー 

• 設定 

-保管オプション 

• ファイル場所 

-最新の文書 


Microsoft Visio バージヨン 

2000および2002 

-ビュー 

• ツールバー 

• カスタマイズ/オプション 

-一般 

-作図 

-設定 

-拡張オプション 
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ま 5. 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

ミ化ホ 
日文た 

ミ 主記 

MSN Messenger バージヨン 

5. X および 6 .X 

-ツール 

-個人情報 

• メッセージ 

• プライバシー 

-一般 

-アカウント 

• 接続 


Netscape Navigator / t ーンヨン 
6. X および 7 .X 

-外観 

• フオント 

• カラー 

-ナビゲーター 

-ヒストリー 

• 言語 

• スマート-ブラウザー 

• インターネット検索 

-コンポーザー 

-改ページ設定 

-メールおよびニュース•グループ 

• メッセージ表示 

• メッセージ構成 

• インスタント•メッセージング 

-アドレッシング 

• Cookies 

• パスワード 

Netscape Navigator を Windows 98または NT 4.0から 
Windows 2000または Windows XP へと移巧している場合 
は、が下の手順を実斤します。 

し移斤を開始する前に、ターゲット•コンピューターで 
「 Mozilla 」 の 「 Profiles 」 フォルダーを見つけます。こ 
のフォルダーは C:¥Documents and 

Settings ¥% USE 民 NAME % Application Data ¥ の中じあ 
ります。（ここで、 ％ USE 民 NAME % は、ログオンじ使 
用しているユーザー•アカウント名です。）このフォ 
ルダーの名前を 「 SMABACK 」 じ变更します。 

2. Netscape を移 ft します。 

3. ターゲット•コンピューターをリブートします。次に 
Netscape を始動します。 

4. 「ィニュー」バーで「編集」を選択します。 

5. 「設定」を選択します。 

6. 「カテゴリー」で、「詳細」を選択します。 

7. 「キャッシュ」を選択します。 

8. 「ディスクキャッシュフォルダ」を 「 C:¥Documents 
and Settings ¥% USERNAME % Application 

Data ¥ Mozilla ¥ Profiles ¥ defaults ¥ 

xxxxx . slt 」 じ靈更します ( xxxxx じは、ソース側と同 
じ名前を入力します)。 

9. 「設定」を閉じます。 

10. Netscape Mail を始動します。「メニュー」バーで 

「編集」を選択します。 

11. 「 Mail & Newsgroups アカウントの設定」を選択しま 
す。 

12. 「サーバ設定」を選択します。 

13. 「ローカルディレクトリ」名を 

rC :¥ Windows¥Application Data¥...J から 
「 C:¥Documents and Settings ¥% USERNAME % 
Application Data¥..J じ靈更します。 

14. 「ローカルフォルダ」を選がします。次に「アカウ 
ント設定」を選択します。 

15. 「ローカルディレクトリ」名 

rC :¥ Windows¥Application Data ¥...」 を 「 C:¥Documents 
and Settings ¥% USERNAME % Application Data ¥..」 じ 
変更します。 

16. すべての Netscape アプリケーションを再始動しま 
す。 
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表 s ' 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

ミ 主記 

Netscape Navigator 、 ノ くー ンヨ 
ン 6. X および 7 .X (続き） 


巧' ーゲット.コンピュー 巧 ‘一へのログオンに使用したユー 

ザー名がソース*コンピューターへのログオンじ使用した 

ものと異なる場合、移行を開始する前に、次の手順を実行 

します。 

し 「コントロールパネル」を開きます。 

2. 「フォルダオプション」をダブルクリックします。 

3. 「表示」タブを選択します。 

4. 「すべてのファイルとフォルダを表示する」を選択し 
ます。 

5. 「0 K 」 をクリックします。次に「フォルダオプショ 
ン」ウィンドウを閉じます。 

6. 移斤を行う前に、ターゲット•コンピューターで 

「 Mozilla 」 の 「 Profiles 」 フォルダーを見つけます。こ 
のフォルダーは C:¥Documents and 
Settings ¥% USERNAME % Application Data ¥ の中じあ 
ります。（ここで、 ％ USERNAME % は、ログオンじ使 
用しているユーザー■アカウント名です。）このフォ 
ルダーの名前を 「 SMABACK 」 じ靈更します。 

7. Netscape を移巧します。 

8. ターゲット•コンピューターをリブートします。 

9. 「 C : 乳 ) ocuments and Settings ¥% USERNAME % 
Application Data ¥ Mozilla ¥ Profiles ¥ default 禅 
xxxxx . sltj を開きます ( xxxxx じは、ソース側と同じ 
名前を選択します)。 

10. 「ィニュー」バーで「編集」を選択します。 

11. 「設定」を選がします。 

12. 「カテゴリ」で「詳細」を選がします。 

13. 「キャッシュ」を選択します。 

14. 「ディスクキャッシュフォルダ」を 「 C:¥Documents 
and Settin 呂禅％ USERNAME % 

¥Application Data ¥ Mozilla ¥ Profiles ¥ defaults ¥ 
xxxxx . sltj じ変更します ( xxxxx じは、ソース側と同 
じ名前を選がします)。 

15. rprefs . jsj ファイルを右クリックし、「編集」を選択 
します。 

16. rc：¥Documents ana Setti 打 gs ¥ 

% SOURCEUSER %¥¥ J を検索して、すべての 
% SOURCEUSER % を % USERNAME % と置き換えま 
す （％ SOURCEUSER % はソース.コンピューターへ 
のログオンじ使用しているユーザー-アカウント名、 
% USERNAME % はターゲット.コンピューターへの 
ログオンじ使用しているユーザー-アカウント名)。 

17. Netscape を關始します。 

Norton Antivirus ノ X — ンヨン 

7 .X 

-更新スケジュール 

-スキヤン-スケジュール 

• 履歴 

-拡張オプション 

-ランダム-オプション 
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ま 5. 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーシヨン 

ミ凡ホ 
日文た 

ミ 主記 

Symantec Antivirus 9 .x 

-更新スケジュール 

-スキヤン-スケジュール 

• 履歴 

-拡張オプション 

-ランダム-オプション 


WinZip バージヨン 8 .x 

-オプション 

•列 

-一般 

• セクション 

-ボタン 

• システム.デフォルト*フォルダー 

. エクスプローラー機能拡張 

• コンテキスト•タニュー•コマンド 

-その他 
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付録 B . トラブルシューティング 


このセクションでは、コンピューター環境を移行するときに起こりうる問題に対す 
る解決策を説明します。 

表ん 


問題 

解決策 

移行ファイルが作成できない 

ソース.コンピューターのディスクに十分な 
フリー•スペースがない場合は、次のようじ 
します。 

移行ファイルを十分なフリー-スぺースがあ 
るネットワーク-ドライブ、または USB ノ、 
—ド-ディスクのような取り外し可能メディ 
アに保管します。 

PC から PC への移行が実行できない 

ソース.コンピューターと夕ーゲット.コン 
ピューターで接続が確立されていない場合 
は、ホのようにします。 

コンピューター同±がイーサネット.ケーブ 
ルでしっかりと接続されていることを確認し 
ます。 

両方のコンピューターのすベてのファイヤー 
ウォール-アプリケーシヨンが無効に設定さ 
れているか、またはコンピューター間で 

SMA が通信できるようじ構成されているこ 
とを確認します。 

ターゲット PC のサーバー.サービスが開始 
済みであることを確認します。この確認をす 
るためには、「コントロール•パネル」から 
「管理ツール」を開き「サービス」をダブル 
クリックし「サーバー」を見付けます。 
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表 6. f 続を) 


問題 

解決策 

ターゲット主導じよる移行が実行できない 

• Windows のエラー.メッセージ「ネット 
ワークパスが見つかりません」が出る場合 
は、ホのようじします。 

ターゲット.コンピューター上で 
r Microsoft ネットワーク用ファイルとプ 

リンタ共有」 が使用可能に設定されている 
ことを確認します。この確認をするためじ 
は、「コントロールパネル」を開いて 
「ネットワーク接続」をダブルクリック 
し、ソース•コンピューターと接続に使用 
する「口ーカルエリア接続」の「プロパ 
テイ」を右クリックし 、 「Microsoft ネッ 
トワーク用ファイルとプリンタ共有 J チェ 
ック-ボックスを選択します。 

• 「リモートサーバーは一時停止されてい 
るか、起動途中です。」エラーが発生する 
場合は、次のようじします。 

ターゲット.コンピュ—ターの Server サ 
—ビスがまだ開始されていません。「コン 
トロールパネル」から「管理ツール」を 
開き「サービス」をダブルクリックし 
「 Server 」 の状態を確認してください。夕 
—ゲット主導じよる移行を巧うじは 
「 Server 」 サービスの状態が「開始」であ 
る必要があります。 

ファイルが移巧できない 

• ファイル•パスとファイル名を足して250 
文字を超える場合は、ホのようにします。 

短いファイル名またはパス名を使用する。 

. ターゲット.ドライブが存巧しない場合 
は、ホのようじします。 

「選択したファイルの確認」ウインドウ 
で、夕ーゲットに存在するドライブへファ 
イルの宛先ロケーシヨンを変更してくださ 
い。または commands . xml ファイル内で宛 
先を指定します。あるいは、 

移行巧象のファイルを「マイドキュメン 
卜」フォルダーに移動してから移巧を巧つ 
てください。 
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表 6. 続き J 


問題 

解決策 

ユーザー.アカウントが移行できない 

• ソース•コンピューター上にドメイン.ユ 
ーザー-アカウントが見つからない場合 
は、ホのようじします。 

コンピューターがネットワークに接続され 
ていることを確認します。 

ソース-コンピューターからプライマリ 
一-ドメイン-サーバーへアクセスできる 
ことを確認します。 

-ドメイン.ユーザーの設定がターゲット. 
コンピューターに移行できない場合は、ホ 
のようにします。 

ターゲット.コンピューターがプライマリ 
一-ドメイン-サーバーに登録済みである 
ことを確認します。 

• 夕ーゲット.コンピューターじ SMA が作 
成した口ーカル.ユーザー.アカウントの 
Windows ログオン.パスワードについ 

て。 

ユーザ—.アカウント名が SBCS 文字の 
場合は、 Windows のログオン.パスワー 
ドは自動的にユーザー•アカウント名と同 
じものが設定されます。 

ユーザー•アカウント名に DBCS 文字が 
含まれている場合は、 Windows のログオ 
ン•パスワードは自動的に 「 PasswO 地に 
設定されます。 

デスクトップの設定が移行できない 

デスクトップの設定の一部が移巧できない。 

SMA を使用して移行できるデスクトップ設 
定のリストじついては、『第3章 GUI を使 
用した移行の実行 J りステップ28 (27 ペー 
ジ）を参照してください。 
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表 6. f 線き J 


問題 

解決策 

アプリケーシヨンの設定が移行できない 

-巧象となるアプリケーションがターゲッ 
卜-コンピューターじインス1ルされて 
いない。 

SMA はアプリケーションをインス]ル 
しません。移行開始前にアプリケーション 
をインストールしてせく必要があります。 

-アプリケーションの設定の一部しか移行さ 
れない。 

それぞれのアプリケーションごとの移行可 

能な設定じついては、75ページの『付録 

A. 移行可能なアプリケーション設定』を 

参照してください。 

ネットワークの設定が移行できない 

-コンピューター名せよびドメインとワーク 
グループ設定を同時に移行しようとした。 

このような移行を行うには、ホのようにし 
ます。 

しまずコンピューター名設定を移行し、 
コンピューターをリブートします。 

2. ドメインおよびワークグループ設定を 
移行し、コンピューターをリブートし 
ます。 

3. 残りの設定を移行します。 

• ソース.コンピューターで静的 IP アドレ 
スを使用している。 

ソース-コンピューターをネットワークか 
ら切断してから、移行を開始します。 

プリンターの設定が移行できない 

• LPR タイプのプリンターを使用してい 
る。 

K 下の Microsoft ツールのいずれかから 
prnadmin.dll をインストールします。 

- "Windows 2000 Server Resource Kit 

Tools" for Windows 200日 

- "Windows 2003 Server Resource Kit 

Tools" for Windows XP 
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付録 c . ヘルプおよび技術援助の入手 



ヘルプ、サービス、技術支援、または Lenovo 製品に関する詳しい情報が必要な場 
合は、 Lenovo がさまざまな形で提供している支援をご利用いただけます。この付録 
では、 Lenovo および Lenovo 製品に関する追加情報を入手するためのアクセス先、 
問題が発生した場合の処置の取り方、および保守が必要な場合の連絡先を示してい 
ます。 

依ま頁する前に 

連絡する前に、な下の手順を実行して、必ずお客様自身で問題の解決を試みてくだ 
さい。 

• ケーブルがすべて接続されていることを確認します。 

• 電源スイッチをチェックしてコンピューターがオンになっていることを確認しま 
す。 

• コンピューターの資料に記載されているトラブルシューティングのための提案を 
適用します。 

-コンピューターに付属の診断ツールを使用します。診断ツールに関する情報は、 

ご使用のコンピューターの「ハードウェア巧ずマニュアノレ]および 亡使用上の注 
意と問題芋胁山にあります。 

-技術情報、ヒント、助言、および新規のデバイス-ドライバーを調べたり、情報 
の要ホを出したい場合は、 Support Web サイト 
(http://www.lenovo.com/think/supporti にアクセスしてください。 

多くの問題は、コンピューターやソフトウェアに付属のオンライン-ヘルプおよび 
説明資料に記載のトラブルシューティング手順を実行することで、外部の支援なし 
に解決することができます。コンピューターに付属の説明資料にも、お客様が実行 
できる診断テストについての説明があります。大部分の PC システム、オペレーテ 
ィング•システム、およびプログラムには、トラブルシューティング手順およびエ 
ラー. メッセージとエラー.コードの説明を含む情報が付属しています。ソフトウ 
ェアの問題だと考えられる場合は、オペレーティング-システムまたはプログラム 
の資料を参照してください。 

資料の使用 

Lenovo システムおよびプリインストール•ソフトウェアに関する情報は、システム 
に付属の資料に記載されています。資料には、印刷された説明書、オンライン•ブ 
ック、 README ファイル、およびヘルプ•ファイルがあります。診断プログラムの 
使用方法については、システム資料にあるトラブルシューティングに関する情報を 
参照してください。トラブルシューティング情報または診断プログラムを使用した 
結果、デバイス-ドライバーの追加や更新、あるいは他のソフトウェアが必要にな 
ることがあります。 Lenovo は WWW に、最新の技術情報を入手したり、デバイ 
ス. ドライバーおよび更新をダウンロードできるページを設けています。これらの 
ぺ' ージにアクセスするには、 http://www.lenovo.com/think/support に進み、説明に従っ 
てください。 
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ヘルプおよび情報を WWW から入手する 

Lenovo 製品、サービス、および'サポートの最新情報は 、 Lenovo Web サイト 
http :// www . lenovo . com / think/support し必りま弓。 
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付録 D . 特記事項 


本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合 
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、レノボ- 
ジャパンの営業担当員にお尋ねください。本書で Lenovo 製品、プログラム、また 
はサービスに言及していても、その Lenovo 製品、プログラム、またはサービスの 
みが使用可能であることを意味するものではありません。これらに代えて 、 Lenovo 
の知的所有権を侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサ 
ービスを使用することができます。ただし、製造元によって明示的に指定されたも 
のを除き、他社の製品、プログラムまたはサービスを使用した場合の評価と検証はお 
客なの責任で斤っていただきます。 

Lenovo は、本書に記載されている内容に関して特許権（特許出願中のものを含む） 

を保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について 
実施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合 
わせは、書面にて下記宛先にお送りください。 

Intellectual Property Licensing 
Lenovo uroup Ltd. 

500 Park Offices Drive, Hwy. 54 
Research Triangle Park, NC 27709 
U.S.A. 

Attention: Lenovo Director of Licensing 

Lenovo およびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの 
状態で提供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任 
を含む すべての 明示もしくは熟示の保証責任を負わないものとします。国または地 
域によっては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規 
定の制限を受けるものとします。 

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的 
に見直され、必要な変更は本書の乂版に組み&まれます。 Lenovo は予告なしに、 
随時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更 
を行うことがあります。 

本書で説明される製品は、誤動作により人的な傷害または死亡を招く可能性のある 
移植またはその他の生命維持アプリケーションで使用されることを意図していませ 
ん。本書に記載される情報が、 Lenovo 製品仕様または保証に影響を与える、または 
これらを変更することはありません。本書におけるいかなる記述も、 Lenovo あるい 
は第 S 者の知的所有権に基づく明示または驗示の使用許諾と補償を意味するもので 
はありません。本書に記載されている情報はすべて特定の環境で得られたものであ 
り、例として提示されるものです。他の稼働環境では、結果が異なる場合がありま 
す。 


Lenovo は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に巧してなんら義務も負うこ 
とのない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとし 
ます。 
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本書において Lenovo な外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜 
のため記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではあり 
ません。それらの Web サイトにある資料は、この Lenovo 製品の資料の一部では 
ありません。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。 

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス•データも、管埋環境下で決定された 
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。 
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値 
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一 
部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ 
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま 
す。 
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付録 E . 商標およびライ七ンス 


な下は 、 Lenovo Corporation の商標です。 

Lenovo 

Rescue and Recover 
Client Security Solution 
ThinkPad 
ThinkCentre 
Think Vantage 

な下は 、 IBM Corporation の商標です。 

IBM (ライセンスに基づき使用しています。） 

Approach 

Lotus 

Lotus Notes 
Lotus Organizer 
Freelance Uraphics 
SmartSuite 
Word Pro 
1-2-3 

Microsoft 、 Windows、Outlook および Windows ロゴは 、 Microsoft Corporation の米 
国およびその他の国における商標です。 

ThinkVantage System Migration Assistant は 、 GNU LGPL ライセンスの下でライセ 
ンス交付を受けた 7- Zip プログラムの一部を使用しています。このプログラムの詳 
細とソース-コードについては、 [ http :// www .7- zip . org /] にアクセスしてください。 

他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。 


◎ Lenovo 2006. Portions © IBM Corp. 2006. 
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索引 


日本說数字，英字，特殊文字の順に配列されてい 簡易移行1 

ます。なお，濁音と半濁音は清音と同等に扱われて の定義じ 

います。 


[ア衍 


アップグレード4 
アプリケーシヨン設定 
移行 

Adobe Acrobat Reader 75 
AT&T Network Client 75 
IBM Global Network Dialer % 
Lotus Notes 76 
Lotus Organizer 76 
Lotus SmartSuite 77 
McAfee VirusScan 77 
Microsoft Access 78 
Microsoft Internet Explorer 78 
Microsoft NetMeeting 78 
Microsoft Office 78 
Microsoft Outlook 79 


Microsoft Outlook Express 80 
Microsoft Project 80 
Microsoft Visio 80 
MSN Messenger 81 
Netscape Navigator 81 
Norton Antivirus 82, 83 
WinZip 83 
アンインス] ^ ール 14 
移巧ファイル 14 
一時ファイル 14 
ログ•ファイル 14 
移行シナリオ 15 

夕ーゲット主導による 
実行 16 
の定義 15 
標準 

の定義 15 
標準移行 42 
インストール 
宛先11 
サイレント 13 
標準 9 

プロンプト、更新済み DLL ファイル 


12 


[力行] 

カスタム移巧1 
の定義 15 


[サ行] 

再配置 

構成ファイル 36 
バッチ•ファイル 36 
ファイル 36 

サイレント•インス I ■'ール9 
作業環境1 
システム要件4 

オペレーティング • システム 3 

八ードウェァ2 

制約事項 

アプリケーション設定 29 
デスクトップ設定 28 
ネットワーク設定 31 
ユーザー . プロファイル 26 
ソース •コン ピューター1 

[夕衍 

夕ーゲット主導による 

PC から PC への移行 16 
宛先 36 

アプリケーション 29 
適用フェーズ 39, 51 
デスクトップ設定 27 
取り込みフェーズ 24 
ネットワーク設定 30 
ファイルの遷択 34 
プリンタ ー 32 
ユーザー .プロファイル26 
夕ーゲット. コン ピューター 1 
遅延適用フェーズ1 
適用フェーズ1 
の定義2 
デスクトップ設定 

アイコンのフォント 27 
アクティブ•デスクトップ 27 
移行 27 

ウィンドウ•サイズ 28 
壁紙 28 
カラー 27 
キーボード 27 
サウンド 27 
シェル 27 

スクリーン•セーパー 27 


◎ Lenovo 2006. Portions © IBM Corp. 2006. 
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デスクトップ設定 f 続ぎ J 

「スタート」メニュ ー 27 
制約事項 28 
「送信」メニュー 27 
タイム•ゾーンの設定 28 
タスクバー 28 
ディスプレイ 27 
デスクトップ設定 27 
デスクトップ•アイコン 27 
パターン 27 
マウス 27 
ユーザー 巧助 27 
取り込みフェーズ1 
宛先 36 

アプリケーション 29 

オペレーテイング•システム•ファイル 35 

デスクトップ設定 27 

ネットワーク設定 30 

の定義し2 

ファイルの選択 34 

プリンター 32 

ユーザ—.プロファイル26 

レジストリー項目 35 


[ヤ行] 

ユーザー.プロファイル 
移巧 26 
制約事項 26 

[ラ行] 

リモート•インス I ル9 

A 

Adobe Acrobat Reader 75 
AT&T Network Client 75 


IBM Global Network Dialer ^76 



Lotus Notes 76 
Lotus Organizer 76 
Lotus SmartSuite 77 


[ナ行] 

ネットワーク設定 
移行 30 
制約事項 31 

レ、行] 

標準 

ファイル転送による移行 54 
適用フェーズ 60 
取り込みフェーズ 54 
PC から PC への移行 42 
取り込みフェーズ 44, 47 
標準インストール 9 
ファイル転送じよる移行8 
ファイルの選択 
移行 34 

ファイルの検索 34 
プリ ンター 
移行 32 

[マ行] 

マルチユーザー.プロファイル 
移行 5 


M 

McAfee VirusScan 77 
Microsoft Access 78 
Microsoft internet Explorer 78 
Microsoft NetMeeting 78 
Microsoft Office 78 
Microsoft Outlook 79 
Microsoft Outlook Express 80 
Microsoft Project 80 
Microsoft Visio 80 
MSN Messenger 81 

N 

Netscape Navigator 81 
Norton Antivirus 82, 83 

P 

PC から PC への移行 8 
接続のセットアップ 8 
イーサネット.ケーブル 
LAN 8 
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s 

System Migration Assistant ( SMA ) 

アップグレード 4 
アンインストール14 
移行のタイプ1 
移行のフェーズ1 
インス1ル9,13 
拡張機能4 
の定義1 

マルチユーザー.プロファイルの移行5 
制約事項7 


W 

WinZip 83 


索引 97 
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